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の セッ ト で す 。「 ア クリ ル を は じ め て 使っ て みよ うか な 」 と いう 方 は 、 まず この セッ ト で 
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代り キテ ックス ソフ ト タ イ プ 36 色 セッ ト 

レギ ュ ラ ー タ イプ より 絵具 の 練り が 柔らか い の で 、 本 当 に 水 有 物 感 覚 で 手軽 に 使え る アク リ 
ル 絵 具 。 や わら か い 分 伸び も よく 、 と くに 背景 な どの 広い 面積 を 塗る と き に 威力 を 発揮 し 
ます 。 気軽 に 買え る |2、36 色 に 、 蛍 光 色 を 除い た 全 55 色 の セッ ト が あり ます 。 

@ リ キテ ックス テク スチ ュ ア ジェ ルセット : 、 
絵具 と 混ぜ て 、 下 地 に 塗っ て 、 様 ざま な 質感 が つく れる テク スチ ャ ー ジ ェ ル 。 便利 な お 試 ws エエ エエ 双 交 YYXTTYKYAYYEXEKYYY エ マテ ミエ っ 
し セッ ト だ か ら こ の 機会 に 挑戦 し て みて 。 
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@ ラーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


際 ぷ 出入 層 ナナ NSH 土 に 


プ 人 は 陣 い 陣 回 十 へ yーMlh 北 て 入出 閉 に 
sd> ま 人 半 MAN-MIhtCANvMHT こ 


⑱ リ キテ ックス モデ リン 
グ ペ ー ス ト 300m9 

粘り の 強い パテ 状 の 白色 下 
地 剤 。 地 塗り 、 盛 り 上 げ 用 
と し て 使い ます 。 最初 か ら 
絵具 と 混ぜ て 使う こと も で 
きる けど 、 筆 や ナイ フ で 先 
に 画面 に テク スチ ャ ー を つ 
くっ て お き 、 上 か ら 絵 具 を 
が ける と 、 な ん と ち も い えな 
い 思 わ ず 触 り た く な る よう 
な 不思議 な 質感 が 生ま れ ま 
す 。 盛り 方 次 第 で 表現 効果 
も いろ いる ぶ く ら みそ う 。 


リキ テッ クス モデ リン グー スト 300m 


6 種類 の 下地 剤 が ワン パッ 
ゲー 選 枝 ( 覗 の 誠 る 
お 得 な セッ ト 。 | セラ ミッ 
クス タッ コ (漆喰 状 で 力 強 
OO た M め の 砂 に て 本 
ラジ し CC る) 38 グラス 
ビ ピーズ (ガラ ス の つい つぶ 
が ん ら て 和 あ )、 8 直人 サザ オド 
オペ ー ク フレ ー ク (輝き を 
持っ た ガサ ガサ し た 下地 )、 
6 ライ ト 直 デリ ング ペー デス 
ト (盛り 上 げ 用 下地 )、 7 
ブ プレン デッド ファ イ バ ー 
(繊維 状 の 独特 の 下地 ) 


YO プ 


旨 


コミ ッ ク ・ イ ラス ト 業 界 に 一 大 旋風 を 引き 起こ し た の が ご 存じ 、「 コ ピッ クス ケッ チ 」。 コ ピー の トナ ー を 溶かさ な い イ ンク の 選択 や 、 豊 
富 な カラ ー ヴ ァ リ エー ショ ン 、 そ し て な ん と いっ て も 「 筆 ペン タイ プ の ペン 先 」 で 、 文 房 具 と し て の マー カー を 、 画 材 と し て の マー カー 
に 見 事 に つく り 替 えて し まい まし た 。 フ タ を 空け て 塗る だ け の 手軽 さだ か ら 、 机 の 上 も 汚れ な いし 、 忙 し い 人 に も ピッ タリ 。 絵 具 で 塗る 
より ずっ と 早く 描け る の も 魅力 で すね 。 ち ょ っ と し た 沙 描 き や 、 色 合わ せ の 実験 な ど 、 試し た いこ と が どん どん 広がり そう で す 。 


レン mmrmormrefmrmrmmmrmmmmmpmmmmmmommmnrcrcmomznemw、 


| | RV02 00 Yo0 YGO00 YG23 20 BG0I E00 E27 E47 て -0 N-0 T-0 Vy-0 
| レク 1 Heath Sugared_ Pinkish Powder Pink Barium ト 1imosa Niev Leaf Jade Green Vax White Aqua Blue Frost Blue Skin Vyhite 人 Africano DarkBrown Cool Gray NeutralGray TonerGray Varm Gray 
] ] Almond Pink VVhite Yellow Yellow Nio. No.0 Nio.0 ho.0 
' 呈 1 
に [ 1 」 し /// L 
] 4 ド 当 V04 RV04 YG01I YG25 G02 G2 1 BG02 BO0I B24 E0 1 E ス 9 届 - | WVY- 1 | 
| 1 隊 吊 Lilac Shock Pink Green Bice ご eladon Spectrum Lime Green NewBlue ト inrBlue Sky Pink Burnt で Cool Gray NeutralGray Toner Gray Varm Gray ] | 
ツ 蘭 器 1 
計 〇 range 選 reen Flamingo Umber | Nio.1 Nio.1 Nio.1 | 
カカ 隊員 BV04 V06 RV06 R05 YG03 YG4I G24 B02 B26 E02 E3 1 0 N-2 VY-2 | 
] レーー22 和 8 Blue Berry Lavender Cerise Salmon Red Yellow Pale Green Villow Robin'sEgg で Cobalt Blue Fruir Pink Brick Beige Egg Shell で Cool Gray NeutralGray TonerGray Vyarm Gray | | | 
拉 Green ue No.2 No.2 No.2 |! 
間 用 組 還 題 生 押 細 了 人 間 
| 還 還 』 ! | BV08 V09 RV09 RO08 G28 B04 B29 E04 E33 届 -3 VV-3 | | | | 
| ヤ 花 叶 Blue Violet Violet Fuchsia Vermilion TH Tahitian Blue Ultramarine BIEWSIGIR Sand Ne 人 Gray NM Gray は EL Gray | | ! 
MI BVIl VI2 YG0e G29 BG1I B05 B32 E07 E34 N-4 Wy-4 || | 
プ Sofr Violec Pale Lilac Acid Yellow Yellowish PeaGreen Veronese Pine Tree で ool Process Blue Pale Blue Light Orientale Raw Silk Neutral Gray Varm Gray | | 
ー Feen Green Green Shadow き トド 1ahogany Nio.4 No.4 1 | | 
1 BVI3 YG07  YG6e7  Gl2 G40 BG1ll B06 B34 E08 E35 E55 | | 
| 9620wngpg PaleYellow AcidGreen ト 1oss SeaGreen Dim Green NG Peacock Blue ERENSSIUNR Brown Chamois Light Camel | | 
BVI7 VI7 YG09 YG91I GI4 G82  BGI3 BI2 B37 E37 E57 | | 
! Deep 人 Amethyst Lettuce Putty AppleGreen SPring Dim hint Green lce Blue 人 Antvwerp Sepia Light VValnut | | | 
| Reddish Blue Green F en Blue | 1 ! 
BV20 R24 : YGlI YG93 GI6 G85 BI4 B39 EII 紀 き ラ | | 
PU コ Prawn Sanguine トド ignonette WAN トド 1alachite Verdigris Light Blue Prussian Blue Cy Leather | | ! 
_ 還 還 較 、 、 加里 是 凍 
BV23 RVI7 R27 YR20 YIZ7 YG1I3 YG95 G17 G94 BG1I8 BI6 B4 | 3 E40 N!-8 
rayish Deep ご admium Yellovish Golden Chartreuse Pale の live Forest rayish Teal Blue Cyanine Blue Povwder Light Suntan Brick VVhite Neutral Gray | 
Lavender ト 1agenta Red Shade lo Green Olive Blue Nio.8 
BV25 RVI9 R29 YR21I YI9 YGI7  YG97  Gl9 G99 BG23 BI8 B45 E41 1 | 
PT Red Violet Lipstick Red Cream NapoliYellow 選 rass Spanish BrightParrot 〇 live Coral Sea Lapis Lazuli Smoky Blue Pearl VVhite 1 1 
Vioret Green live Green | | 
BV31 RV21 Y21 YG2I  YG99 BG32 B2I B52 E43 V-10 | | 
Pale Light Pink Pale Yellowish Buttercup へ nise ト 1arine Aqua ト 1int Baby Blue SoftGreenish Dull Ivory Varm Gray | 
| Lavender ink Yellow Green lue hlo.10 | 
RV23 YR24  Y23 E95 10 | | 
Pure Pink Pale Sepia Yellowish Flesh Pink Special Black | | | 
RV25 YR31 E97 | | 
1 Dog Rose Light Reddish Deep 1 | 1 
5 Flower Yellow 〇 range | 


RV29 


で Crimson 


RV32 
Shadow Pink 


RV34 
Dark Pink 


RV42 


Honey 


BG49 
Duck Blue 


BG93 
Green Gray 


BG929 


Fragstone 
Blue 


FRVI 


Fluorescent 
Pink 


FYRI 
Fluorescent 
の range 


FYI 


Fluorescent 
Yellow Orange 


FYGI 
Fluorescent 
ellow 


ポン 


4 あ 


プ は O 国 We き ANsKH 


ナス ロ ヨ さ ー ス XN NH 


し は の ー す へ MI で 4INSTNH | 


コピ ー の トナ ー を 溶かさ な いか ら コ ピー し た 上 か ら そ の まま 塗れ る 。 し か も コピ ー 用 紙 で も 美しく 発色 。 筆 ペン 感覚 
で 描き や すい ! と いい こと づく め の コ ピッ ク 。 机 の 上 に ひと 箱 置い て ある だ け で 、 カ ラー の 世界 が ぐっ と 箇 岳 に な 
り そ う だ よね 。 単品 で 注文 し た い 人 は 右 ペ ー ジ の カラ ー チ ャ ー ト を 参考 に し て ね 。 


@ コ ピッ クス ケッ チ 72 色 セッ ト 

マー カー は は 混色 が 難し く 、 重 ね 塗り で 色 を 表現 し た ほう が キレ イ 。 初心者 の 人 ほど 、 最 初 に 色 数 を た くさ ん そろ えて 
し まっ た ほう が 使い や すい の で す 。 思 いき っ て 72 色 の AB ン C セ ッ ト は いか が 7? 

@ コ ピッ クス ケッ チ 144 色 セッ ト | 

上 で 紹介 し た 72 色 セッ ト の A++B か 、 こ の |44 色 セッ ト に 、72 色 C セ ッ ト と 増強 色 36 色 セッ ト を 加え た 250 色 が で コピ 
ッ ク 全 色 で す 。 プ ロ の 机 の 上 に は た いて い バ パー ン と 置い て ある |44 色 セッ ト 。 こ れ を 手 に 入れ れ ば も う プロ 気分 な 昔 
沢 さ 。 あ こ が れ の 先生 と 同じ 色 を 使い た いっ て アナ タ 、 総 対 手 に 入れ て ね 。 

@ コ ピッ クス ケッ チ 増強 色 36 色 セッ ト 

コピ ッ ク フ ァ ミ リー に 新 色 が 登場 ! Egg Shell や Pink Flamingo な ど 肌 色 の バリ エ を さら に 充実 させ て くれ そう な 
色 が 7 本 も ある うえ 、Soft Violet や Hydrangea Blue と いっ た 美しい 青紫 系 の 新 色 も 充実 。 

@ あ コピ ックス ケッ チ オリ ジ ナ ル 12 色 セッ ト (B セ ッ ト ) 

人 物 を 描く と き は 肌色 は | 本 じゃ 足り な い 。 あ れ ば ある ほど うれ し い 肌 色 系 統 の 色 だ け を 組み 合わ せ て パッ ク に し た 
の が この セッ ト 。 人 物 を 描く こと の 多い アナ タ に オス ス メ です 。 

@ コ ピッ クチ ャ オ 72 色 セッ ト 

コピ ッ ク そ ろ え た いけ ど お 小 遣い が ビー ンチ と いう 人 に 救世 主 ア リ 。 ス ケッ チ の 描き 味 は その まま に 、 お 値段 は | 本 
に つき |00 円 以上 も お 安く な っ て と っ て も お 得 な コピ ッ ク 入 門 編 ・ チ ャ オシ リー ズ で す 。12、36 (@ ノ /B)、72 色 の セ 
ッ ト が ある か ら 、 ま ず は こち ら で 描 き 味 を 味わっ て みる の も 賢い か も ね 。 

@ コ ピッ ク NX キ ッ ト シー ト 版 ( 左 ) プ CD-ROM 版 ( 右 ) 

コピ ッ ク の 「 塗 り 」 と 「 配 色 」 の トレ ー ニ ング キッ ト で す 。 シ ー ト 版 は コピ ー し て 、CD - ROM 版 は プリ ンタ 出力 ( ト 
ナー タイ プ ブ ) し て 使っ て ね 。 CD - ROM 版 は Photoshop や Painter で も 使え ます 。 シ ー ト 版 A4) は 各 作 家 2 点 計 |0 
種 の 線画 イラ スト を 収録 。 色 指定 紙 入 り 。CD - ROM 版 (Mac & Win) は 各 作 家 2 点 計 10 種 の 線画 イラ スト デー タ (PSD 
形式 ) を 収録 。Adobe Photoshop5. 0J 体 験 版 、 コ ピッ ク 色 番号 RGB & CMYK 近 似 デ ー タ 、CHOCO ブ プラ シ な ど を 収録 。 
@ コ ピッ クマ ル チ ラ イナ ーB セ ッ ト ( 線 候 0.05、0. 1、0.3、0.5、0.8、1.0mm の 6 本 ブラシ S、M) 

コピ ッ ク と セッ ト で 使い た い 、 コ ピッ ク で 塗っ て も イン ク が 浴 け 出さ な い 主 線 用 の ドロ ー イ ング ペン 。 耐水 性 だ か ら 
水彩 や カラ ー イ ンク な どの スミ 入れ に も 便利 に 使え ちゃ う 。 写 真 は フル セッ ト だ けど バラ 売り も あり 。 線 幅 の 選べ る 
ミリ ペン タイ プ と 、 べ ベタ 塗 り に 使え る 2 種類 の ブラ ンタ イプ が ある よ 。 

@ コ ピッ クオ ペー ク ホ ワイ ト 

コピ ッ ク 専 用 と し て 開発 し た ホワ イト 。 下 地 が 泣く こと も な く 、 と っ て も 優秀 な ホワ イト だ か ら 、 コ ピッ ク 仕 上 げ の 
と きだ け じ ゃ な く 、 他 の カラ ー 画 材 と も あわ せ や すい し 、 マ ン ガ を 描く と き に も お 役立ち 。 

@ コ ピッ クス ケッ チオ リ ジ ナ ル ( 空 ペ ン ) 

イン ク の 入っ て な い ボ ディ だ け の コピ ッ ク 。 パ バリ オス イン ク (コピ ッ ク 補 充 用 イン ク ) を 調合 し て 注入 すれ ば 、 あ な 
た だ け の オリ ジ ナ ルカ ラー の コピ ッ ク が つく れ ま す 。 

@ コ ピッ クマ ル チ ラ イナ ー セ ピア  ( 線 修 は 0.05、0. 1、0.3mm が あり ます ) 

マル チラ イナ ー と 同じ だ けど セピア 色 の イン ク だ か ら 、 繊 細 な 表現 の カラ ー に 使っ て みた い 。 
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と っ て も 鮮やか な 色 に 魅せ られ て 、 誰 で も 一 度 は 使っ て みた く な っ て し まう カラ ー イ ンク 。 紙 の 上 に そっ ーー 
と お いた と き 広 が る に じみ の 美しき は は 、 あ ら ゆ る カラ ー 画 材 の 中 で も いち ば ん と いっ て いい ほど で す 。 印 
刷 で の 色 の 再現 人 性 も トッ プク ラス な の で 、 マ ン ガ 家 や イラ スト レー ター の 間 で と くに 人 気 が 高い の も 納得 。 | 
目 の 覚め る よう な 発色 を 、 ぜ ひ あ な た の 眼 で 体験 し て みて くだ さい 。 | 


、 ア 全便 半 嘩 テマ wNKVN- 人 ワー 


参 Dr マー チン ウォ ー タ ー カ ラー イン クラ ディ アン ト 14 色 セッ ト A 

最も 愛用 者 の 多い カラ ー イ ンク 。 鮮 明 な 発色 は 本 当 に 感動 的 ! 

E 遍 ! 効 果 に すぐ れ 、 水 で 薄め た り 混 色 し て も 鐘 や か さ は 変わ り ま 

せん 。 非 耐水 性 。 A BC D 各 |4 色 ずつ の セッ ト て で 全 56 色 で す 。 

参 Dr マー チン ピグ メン トイ ンク 基本 色 12 色 セッ ト 

POR COO 乾く と 耐水 性 。 水 溶き の 
クリ ル 絵 只 み た いな カン ジ で 使え ます 。 パ ステ ルカ ラー が 豊富 。 

人 Nano ピグ メン トイ ンク 補助 色 12 色 セッ ト 

中 間 色 が 中 心 の セッ ト 。 色 が だ ぶら な い の て 基本 色 と セ ッ ト で も 。 

得 ホ ル ベ イ ンド ロー イン グイ ンク 12 色 セッ ト 
ドク ター マー チン と 違い 乾く と 耐水 性 に な る の で 彩色 以外 に も 、 
主 線 を カラ ー で 入れ た いと き に と っ て も 役立つ 話題 の イン ク 。 


マ zo 
ECTRUM RED 
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」 テ RG 人 書 プ VwNTKV ポ N- ワ ー 
| テ 陣 G NN へ ヘー ロア へ > マヨ 


ww/ 卓 # ー イ ンク と は ひと 味 違う 、 
SH 
で きる の が 透明 水彩 。 カ ラー イ 
ンク の 発色 が ちょ っ と 強 す ぎる 
っ て 感じ て し まう アナ タ も 、 胡 明 水彩 かな らき っ と 満足 で きる ハズ 。 学 
校 で よく 使わ れる ガッ シュ と 別物 だ か ら 、 水 彩 の 色 っ て イマ イチ な 
ん て 思い 込ん で る 人 は 、 そ の 透明 感 の ある 色 に 驚い て し まう か も 。 耐 
水性 で は な いけ れ ど 、 重 ね た と き に 微妙 に 混ざり 合う に じみ の お も し 
ろ さ や 色 合 わ せ の マジ ッ ク に 、 時 を 忘れ 、 の め り 込 ん で し まい そう 。 
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いつ 絵 | 
アン _ 貞 @ ウ ィ ン ザ ー& ニ ュー トン アー チ ス ツ 水 腕 絵 具 36 色 セッ ト 
トン 1 日 本 で 入手 で きる 透明 水彩 の 中 で も 、 誰 も が 憧れ る 最高 の 品質 を 
ツウ 中 - 箇 | 守り 続け て いる W&N 社 。 最 上 質 の 顔料 を 使っ て いる た め 、 そ の 


較 間 生 0 En ツ / いい 2 ピュ ア な 発色 は パレ ッ ト に 伸ばす だ け で 心 を 浮き 立た せま す 。 ど 
ん な 紙 に も よく 色 が の り 、 と っ て も 使い や すい の で 、 は じ め て の 
あな た に こそ オス ス メ 。 12、18、24、36 色 の セッ ト か ら 選 べ ま す 。 
登 ホ ル ベ イ ン 専 門 家 用 透 明 水 彩 絵具 108 色 セッ ト 
発色 が 鮮やか で 、 重 ね て も 濁り に くく 、 透 明 水 彩 の 美しい 表現 が 
魅力 で す 。 ガ ッシュ と 違い 、 塗 り 重 ね て も 下 の 色 を 隠さ な い の で 
深み の ある 色調 を つく り 出 すこ と も 可能 。 き れい な 色 を 薄 塗 り し 
た きれ いな 画面 か ら 、 渋 て い 色 を うま く 組 み 合わ せ た 大 人 っ ぽい 
画面 まで 、 表 現 の 幅 は 本 当 に 多彩 で す 。 品 質 の わり に お 値段 が お 
手頃 が の で 、 と っ て も お 買い 得 。 購 買 部 イチ オシ の 商品 で す 。 
登 ホ ル ベ イ ン 専 門 家用 透明 水彩 絵具 12 色 セッ ト 

上 で 紹介 し た ホル ベイ ン の |2 色 セッ ト で す 。 水彩 は 混色 で 様 ざ ま 
記 | | 克 | な 色 を つく り 出 すこ と が で きる か ら 、 ま ず は こん な 小さ い セ ッ ト 
III ソ いい の / 坦 EBIHII Io uo ん (いい ワ / か ら は じ め て みて も 大 丈夫 。 他 に 18、24、30 色 の セッ ト も 。 


に に 


ECS'EiL Tr N を の 


WS 


代 Q 畑 弟 所 箇 遼 骨 秩 計 欄 い へ > 
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好き な 色 を 選ん で 塗る だ け の 気 安 さ 、 細 部 まで 思い 通り に 描け る コン トロ ー ル の し や 
すさ 。 色 鉛筆 で の カラ ー 体 験 は 、 楽 し い 記憶 と し て 残っ て いる 人 が 多い ん じゃ な いか 
な 。 残 念 な が ら 印 市 聴 果 が 他 の 画材 と 比べ て 弱い た め メ イン 画材 と し て は あま り 使 わ 
れ ま せん が 、 プ ロ の 世界 で は 逆 に 、 他 の あら ゆる 画材 と 併用 し て 、 細 部 に ちょ っ と 加 
えて 作品 の 完成 度 を ぐぐっと あげ る 、 と っ て も 便利 な スパ イス の よう な 存在 で す 。 


| 閉 一 紀 アロ コー 一 O 〇 メー 斗 マ プ | 


ペ バロール アク アカ ター 3 少 

僅 ト ン ボ IROJITEN ( 色 辞 典 ) 第 1 集 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーー ニ ーー 
まる て で て 本棚 に 飾っ て お きた く な る くら いか わい らし い 
ブッ ク 型 の 紙 製 ケー ス に 収め られ た 色鉛筆 た ち 。 今 
まで の 常識 を 取り 払い 、 色 が 淡い 、 深 いな どの トー ン 

(色調 ) 別に 分 けら れ て いる の て で 意外 に 使い や すく 、 
新しい 色 の 発見 も あり そう で す 。 | セッ ト に は それ ぞ 
れ |0 本 ずつ 3 種類 、 計 30 本 の 色鉛筆 が 入っ て いま す 。 
第 | 集 は pale、vivid、deep の 3 トー ン 、 
第 2 集 は pale、deep、light grayish の 3 トー ン 、 
第 3 集 は fluorescence、very pale、dull の 3 トー ン で 
構成 され 、 そ れ ぞ れ の 色 に は 「 桜 具 」 と か ! 銀 料 竹 」 な ど 
美しい 名 前 が つけ られ て いる ん で す 。 色 か ら 描 きた い 
絵 が 浮か ん で くる な ん て こと も ある か も し れ ま せん ね 。 
代 べ ベロ ー ル アク アカ ラー 36 色 セッ ト 
描い た 上 か ら 水 を 含ま せ た 筆 で な ぞ る と 色 が 溶け だ し 、 


キーー]| 
も ぶ 水彩 画 タ ッ チ の 画面 に 早変わり する お も し ろ い 色鉛筆 。 
\ 2 主 線 を 目立た せ た く な い 絵 の と き に この 色鉛筆 で トレ 
9 し ー ス を し て お く と 、 彩 色 し て いる 間 に 溶け て すっ か り 
に 内 画面 に な じみ 、 ほ と ん ど 見 えな く な る の で 便利 で す 。 
の 2 碧 フ ァ ー バ ー カ ステ ル ポリ クロ モス 色鉛筆 12 色 
所 3 色鉛筆 の 中 で は これ が いち ば ん 、 と いう 人 も 多い 、 ド 
色 な イツ 生ま れ の 色鉛筆 。 芯 が や わら か い の で 、 ま る て 紙 
と 回 の 上 を サラ サラ と すべ る よう な な め ら か な 描き 心地 
ョ コピ 発色 も これ が 色鉛筆 か と 思う ほど 鮮やか な の で 、 色 鉛 
画 : 筆 フ ァ ン の 人 に 自信 を 持っ て オス ス メ 。 メ タル ケー ス 
で す 医 入り で I2、24、36、72 色 セッ ト が あり ます 。 
? @ フ ァ ー バ パー カス テル ポリ クロ モス 色鉛筆 100 色 
泥 よ ' こち ら は 誰か プレ ゼン ト に 贈っ て ほし いな ん て 思っ ち 
た 人 や ゃ うほ と 豪華 な 木 箱入り の |I00 色 セッ ト 。 た くさ ん の 
わ わ 色 数 で も 取り 出し や すく 、 一 生 モ ノ に し て し まい た い 。 
た せ | @ ゴ ンド ラ ソフ トバ パス テル 48 色 セッ ト 
8 H 日 本 で 内 一 の パス テル 再 す メー カー ゴン ドラ が 誇る ゴ 
昌 旨 H ンド ラバ パス テル 。 リ ー ズ ナブ ル な ハー フサ イズ で 、 鮮 3663NOR2NS20063D5St 0 
ド も 志 や か な 色 が 一 面 に 並ん で いる 様子 は 見 て いる だ け で も 、 カス テル ボリ クロ モス 色鉛筆 |00 色 
作ら の の て 楽し い 。 そ の まま 描い て も 、 削 っ て 粉 に し て 使っ て も 。 ーーーーー ーーーーーーーーーーー 
絵 は を が の H 
| 具 思 コ 少 を H 
| < 則 
| プン の ユ 
も ン H 
放 の H 
析 則 
:/ 才 ・ 
まま 82 
aa ヽ | 
うお に 色 た 
人 も た の か ちら 
迫っ 航 に 
まり そ カ し | 
| まん いす 9 
| れ で 伸 が | 
| まし も し は 導 バ パー 
| も し つ 2 
1 の 2 
も ふい 粉 ル | 
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革 ・ 汰 二 ct9t び ' 全 の HG 肉 


| 
よ の 】 


| 
り 


か で た を 


>yr て と と は き S の まま AA は 半 昌 3 と ・ 
き 忌 。 幅 rv 第 は S と は と 叶 二 へ 叶 人 古 9wY ス へ 避 論 て 江 才 仁王 條 mm 溝 和 


生計 賠 芋 。 村 選 王 せ S と どぶ へ へ と へ で 連 と 浴 購 と 涯 . 志 中 つ 油 上 で 
ご ざと ン 半 すま 簿 滋 CK ささ ン 慎 で w 電 ご 二 さす 豆 博 と 画 は 浴 tdRS 洪 装 


と 念 GS と さき 番 emS 示 , 喜 wrv と は 走行 枝 菊 yt( (とき 災 。 
は 9%t0w 敵 拉 は TS 省 着 =EEF 再 へ で せき は 座っ Sv 計器 は て の 0 の いび 吉 
選 有 と ン 叶 す k 坪 は TS 款 は て rr っ ぷり 均一 ユー<| 。el9tー 演 麻 へ S 


ナイ ロン が ブレ ンド され 、 腰 の 強 さ を も っ た 筆 。 
天然 物 の 筆 と 比べ て 気軽 に 使え て 丈夫 な の て 水 


@ ハイ スク リプ ト 面 相 誠 が 
ー am | 2 筆 の 原料 と し て は 理想 的 な セー ブル を 使用 。 穂 
No.1 ( 得 丈 10mm 径 1.5mm) 避 先 が 短 めで 細か いと ころ の 彩色 や 線画 向き 。 セ 
ee @ 彩色 
/ 羊毛 が 天 料 な の で 水 の 含 み が よ く 、 や わら か め 。 いい 
絵具 を 充分 含む の で 、 塗 りや すく 、 そ の 名 の と 
回 5 和 日 | 粗 お り 彩 色 に 向い て ます 。 
| No.3 ( 穂 丈 19mm 径 3.5mm) | 代 隈 取 
了 NNー----- -------- --- プ デン / 穂先 が バラ バラ と まとまら な い カ ンジ に な り ま ーー 
す が 、 じ つ は 水 だ け を 含ま せ て 色 と 色 を ぼかし 
人 ) (CN た り 、 濃 い 部 分 か ら 薄 い 部 分 へ と グラ デー ショ $ コ ッ ト マ ン 水 彩 紙 紙 肌 は 微妙 に 小さ く 粗 くし て ある の で 、 紙 目 も 活か し て 使い た い 。 水 彩 ・ ガ ッ 
TTY 径 3.0mm) ー 和 ン を つく っ た りす る と き に 便利 な 筆 な の で す 。 シュ ・ パ ステ ル に 。 細目 は サラ サラ し て いて と て も 描き や すく 精密 な 表現 や モノ クロ 原稿 に も 。|8 枚 
ーー ツー ツー ツーーーー 色 急 W&N 高級 セー ブル 水彩 筆 繊 り 粗目 中 目 プ 細目 F4 (332x242mm) F6 (407x320mm。 
No.3( 穂 丈 19.5mm 径 5.0mm) 筆 の 原料 と し て は 最高 級 の コリ ンス キー (シベ 例 ミ ュー ズ ケン ト プ ブロ ッ ク (KMK ケ ント 紙 ) つる っ と し て ひっ か か り が な い の で G ペ ン や ドロ 
リア 産 黒 て ん ) の し っ ぽ の 毛 で つく られ た セー ー イ ング ペン に 。20 枚 綴り B4 
No.5 ( 穂 丈 25mm 径 6.0mm) ブル 水彩 筆 で す 。 柔らかい ながら も 程 良 い 弾力 @ ト レベ パッ ド トレ ー シ ン グ ベ ペー パー50 枚 を 天 和 綴 り に し た パッ ド で す 。 一 冊 あ れ ば 下絵 の トレ ー 
Ws 性 を も ち 、 水 で 濡らす と 、 策 先 が ビ ピン ッ と ま と ス に 、 原 画 の 表面 保護 に と 大 活躍 。50 覆 り A4 プ A3。 
No.6 ( 穂 丈 28mm 径 6.40mm) 2/ まる の で 細か い 部 分 も 描き や すく 、 こ れ 一 本 で 、 形 ク レセ ント イラ スト レー ショ ン ボ ー ド ( 右 ) と っ て も キメ 細か いな め ら か な 表面 で 紙質 も 固く て 
NR 幅広 く 使 えま す 。 耐 久 性 に も 優れ て いる の で 、 丈夫 。 消 し ゴム か け に も 強い 。 ボ ー ド な の て 水 貼り も 要ら ず 描 きやすい 。 完 成品 の 保管 も カン タン 。 
ー へ _ 最初 は 高い と 思っ て も 長い 目 で 見 る と 結局 お 得 。 細目 #20 B4、#215 A4 プ B3 
隈 | 水彩 や カラ ー イ ンク 使い の 人 は 試し て みて 。 @ ク レセ ント イラ スト レー ショ ン ボ ー ド  ( 諾 ) 適度 に 粗い 表面 紙 。 水彩 ・ ガ ッシュ ・ カ ラー イン ク ・ 
は | @ キ ャ ムロ ンプ ロ シ リ ー ズ 620 ラ ウン ド ( 短 軸 ) パス テル な ど に 。 中 目 #3I10 A4 プ B3 #99 B4 ノ A4 


信 コ ピッ クベ ペー パー セレ クシ ョ ン コピ ッ ク の 発色 を 最大 限 に 引き 出す 用 紙 の シリ ー ズ 。 6 種類 か ら 
選べ ます 。No. 1AM ペ ー パ ー ( 厚 口 ) アレ コー ル マ ー カ ー 用 に 開発 され た 厚 口 の 画用紙 。 20 枚 入 。 


条 は も ちろ ん 、 ア クリ ル 派 の 人 に オス ス メ 。 No. 2 カス タム ペー パー101 (薄口 ) コピ ッ ク の 発色 が いい 高級 コピ ー 紙 。80 枚 入 。No. 3 カス タム 
介 平 届 所 ペー パー101 ( 厚 口 ) 少し 厚め が いい と いう 方 に お すす め 。40 枚 入 。No. 4PM ペ ー パ ー PM パ ッ ド 
間 0 水 含み の 良い 羊毛 を 使っ た 刷毛 で す 。 色 を 塗り ホワ イト に 使わ れ て いる 用 紙 。40 枚 入 。No. 5 特記 加 工 紙 (NK マ ッ ト ) カラ ー レ スプ レン ダー に よ 


| No.4( 穂 丈 30mm 径 10.3mm) 有 


No.3 ( 穂 丈 25mm 径 7.9mm) 


ーー 


人 出す 前 に 画面 全体 に 水 を 引い た り 、 大 きめ の 絵 く な じ を 紙 。30 枚 入 。No. 6 特性 加工 紙上 質 紙 ペン の 筆記 特 信 が いい 厚 口 の 上 質 紙 。 マ ン ガ 原稿 用 
の 背景 に ペー ス の 色 を 塗っ て いっ た りす る と き 紙 に も 。60 枚 入 。 
ショ ーー 二 a は 、 思 いき っ て 吊 毛 を 使っ た 方 が 便利 、 便 利 。 
| 0 較 @ ヌ ー ベ ル ビジ ュ ア ル 筆 6 本 セッ ト 
中 に No.0 (本 8mm 径 1.2mm) 略 太 さ の 違う 平 筆 2 本 と 丸 筆 4 本 が セッ ト に な っ 人 人 W 間 
ーー 還 て いる の で 、 面 塗り か ら 細 部 の 描写 まで 幅広 く | コ | 敵 縛 計 H 馬 旨 
Np セ 対応 し て いま す 。 ム ラ な く フ ラッ ト に 塗り た い | 」| 形 に ーー 所 
Se フ と き に は 平 筆 が 向い て いま す 。 い ろ い ろ あ っ て 何 二 1 Jl 
、 還 *B ii 半 ポ を 買っ た らい いか 迷っ ちゃ うと いう 人 は ぜひ コ 本 Nes Nos Nono em 
No.5 ( 穂 丈 21 m 径 3.2mm) 関 ] ン レ を 。 ツ 生 丈 29mm 穂 丈 29mm 生 丈 30mm 穂 丈 30mm 
AA いし し 15m 24m e 3On 45 7 過 因 / 
] ( シス テム ハン ガー 
- 還 5ssses コー 供 ア ル テ ー ジ ュ TR-7000 上 エ シ ス テム ハン ガー 筆 の 穂先 が ダメ に な る と けっ こう 
。 #3/0( 穂 丈 9mm 径 2.2mm) 回 還 悲し いよ ね 。 な ん と アル テー ジュ で は 痛ん だ 穂先 部 の み を 交換 内 充 で きる 「 リ フ 
| ラ ィ ル シス テム 」 を 採用 。 一 本 の 軸 で 大 き さ の 違う 穂先 を 使い 分 けら れる の も 将 力 
豆 ロ | で す 。 ま た 別売 シス テム ハン ガー の つり 下げ 収納 で 、 穂 先 を 整え て 収納 で きま す 。 
” #4 ( 更 丈 16mm 径 4mm) り | ロ 径 |.5mm 
PR | 生 | 穂 丈 5mm (No.1505) ノ 穂 丈 IOmm (No.I5I0) ノ 穂 丈 I5mm (No. 15|5) 
| ||620 口径 2 mm 
ゥ | 和 。。 穂 区 IOmm (No 20I0) ノ 往 丈 !5mm (No.2015) ノ 穂 20mm (No 2020) 
内 (テル k テ bgaTN-7000。 | の 
ーー N ジ / let 穂 丈 I5mm (No.3015) ノ 穂 丈 20mm (No.3020) ノ 穂 丈 25mm (No.3025) 
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斗 い 注 石田 半 き エ F 計 。r で て GO 了 べ は ほす 貴石 商 S 由 思 ,AS ゆ へ QA 骨 信 


or 引 ン 溢 へ きた 石 由 科 きす 還 寺 と は て さき ざ せく で 喜 ま の て 半 清 | 喜 と 
さと (ot て 軍 浴 石 隊 S ぶ ( (と きす 番 り どー 。 中 味 誠 は 詩 濁 (て 深 政 ( 


ぷ べ っ 涯 二 さ せく 舎人 能 NVY つ 叶 の w 落 S 出 思 び き は ご さき 示 部 尿 少 と 


S ぷ CS 届 。 装 中 3 っ 注 NV つ S 訂 尋 寺 さき の ん 8 一 


注 き wwAY ハ ーー マテ Ok の 証 (v(i ら 


よさ 中 ン 


ンーー 


バ パ バニー ペー パー バ パレット 


= に 

ee 8 an 
ーーーーーーーーーーー イ ーー NN T 「 /4 
(MK 人 2RO-2 ッ 2 が tb ラク | | マク ソン コミ ッ ク イ ンク セピア 
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ジ 
二 ES ー 
ツレ ワ マス ケッ トル イン ク 


こん な 複雑 な 模様 の マス キ 
ング も マス ケッ トイ ンク な 
ら 大 丈夫 。 ま ず 色 を の せ た 
く な いと ころ に 和合 で マス キ 
シグ イン ク を 婆 っ て いき ま 
すず も す )。 時 いた ら バ パック 
を 好き な 色 で どん どん 塗っ 
ちゃ う の だ (2)。 絵具 が 
乾い た ら 付 属 の ピッ クア ッ 
2 の 党 久 ク し な と ころ を みそ 
の と っ つっ と こす ずる と キレ イ に と 
あま (49。 マス クレ し そ 
お いた と ころ だ け 、 有 自 く 《 残 
っ て いる の が 分 か る か な ? 


ルク アマ スク は マス キン シング 
イン ク と 似 て る ん だ けど 、 
乾い た ら 水 で マス ク を 取り 
除く と いう 点 が 特徴 的 。 イ 
ンク は 分 か りや すい よう に 
水色 に な っ て ます (|)。 
塗る と き は あと で 水 を か け 
る か ら 。 ヨ ピッ ク や アク リ 
ル な ど に じ ま な い 画 材 を 使 
っ て ね (2)。 筆 に 水 を 含 
ませ て マス キン グ し た 部 分 
を た 上 か らら なぞ る よう に ずる 
と マス ク が 取れ 、 紙 の 白 が 
浮か 上 が っ で くる よ 。 


1 に 
し 
Lettering Sol 
プ SE-0921 ー 
、 ウツ い 
5 還 | W 
本 
リン ソング ゾ 3 ッ ト ミ * 
ノ 紹 カイ メイ レタ リン グ ソ ゾル 2 le バイ ロッ ト 証券 用 イン ク ) 
I I 
シー や 
DrPh Aarlinsx el 計 
FLO-2 骨 と! 購 
ーー に 4 提 本 | 
マー レヒ 潤 
さ se WI 
| Dr マ - フ ロ -24 ウ イト Dr マ - ブ リー ドブ ルー フ 4 ウ イト | 


ら は が す と 作品 の エッ ジ が と っ て も キレ イ 。 テ 
ー プ の 幅 は 6 、12、20、30mm か ら 選 べ ま す 。 
傘 文 房 党 マス キン グ シ ー ト 

低 粘 誠 人 の 透明 シー ト 。 マ スキ ング し た い 部 分 
に 貼っ て 、 色 を の せ た い と ころ だ け カ ッ タ ー で 
切り 取り ます 。 あ ん まり 複雑 な と ころ に 使う と 
カッ ター ワー ク が 大 変 、。 テ ー プ より も 粘着 力 は 
弱め で す 。 幅 は 3 、12.5、25、50cn。 

天 ミ ツ ワ マス ケッ トイ ンク 

細か いと ころ や 複雑 な マス キン グ に 便利 。 
参 ミ ツ ワ アク アマ スク 

用 途 は マス ケッ トイ ンク 同様 。 乾い て か ら 水 を 
含ん だ 筆 で 軽く こす る と 取れ ます 。 
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尋 ホ ル ベ イ ンド ロー イン グイ ンク スペ シャ ル 
プラ ッ ク 

カラ ー イ ンク だ けど 、 ホル ベイ ン の イン ク は も 
と も と 耐水 性 な の で 主 線 を 描く の に も ピッ タリ 。 
と くに 色 名 に スペ シャ ル と つい た 7 色 は 太 通明 
で 、 よ り ク ッ キ リ と し た 発色 で す 。30m%。 
僅 パ イロ ッ ト 証 券 用 イン ク 

どう し て も 線 が 太く な りや すい 耐水 性 の イン ク 
の 中 で も 比較 的 細 書 き に 向く と いわ れ て ます 。 
消し ゴム を か けた と き に や や 、 ス ミ 線 が 薄く な 
る よう な 気 も し ます が 乾き は 早い で す 。30cc。 
尋 カ イメ イレ タリ ング ゾル 

墨汁 に 近い 感覚 で 描け る の て 暴 汗 好 き の 人 に 。 
スミ 色 も マッ ト で 美しい で す 。30cc。 

参 マ クソ ンコ ミッ クイ シグ セピア 3006 
黒 だ け じ ゃ な く 、 主 線 の 色 を や わら か くし た い 
と き に 使い た い セ ピア カラ ー の イン ク で すず す 。 
備 DL マー チン ・ プ リー ド プ ルー フ ホ ワイ ト 
上 か ら 塗 っ て も 下 の 色 が に じみ 出 て こない ホワ 
イト で す 。 カ ラー 原稿 の ハイ ライ ト 入 れ や 修正 
に 。 モ ノ ク ロ に も 向い て いる の で 、 マ ン ガ 用 の 
ホワ イト と し て も プロ の 間 で 大 人 気 。28.35cc 
参 Dr マー チン ・ フ ロー 2 ホワ イト 

広い 面 を フラ ッ ト に 塗れ 、 芋 跡 を 残さ な い ホ ワ 
イト 。 イ ンク と 混ぜ て 使う こと も 。28. 35cc。 
氏 梅 皿 直径 85mm ( 左 ) 直径 120mm ( 右 ) 

梅 の 花 型 を し た 陶製 の 溶き 皿 、 よ く 使 う 色 は こ 
れ に た くさ ん つく っ て お く と 便利 。 
倫 ホ ル ベ イ ン デザ イン パレ ッ ト (中 ) 

一 見 普通 の パレ ッ ト で す が 、 固 まっ た 絵具 が は 
が し や すい の で アク リル 絵具 用 に も 使え ます 。 
環 バ ニー ペー パー パレ ッ ト 穴 な し F4 
表面 が 特殊 加工 し て あり 、 水 も 油 も し み ま せ ん 。 
使い た い 分 だ け 色 を 出し 、 描 き 終 わっ た ら は が 
し て 捨て る だ け 。 乾く と 落ち に くく な る アク リ 
ル 絵 具 の 愛用 者 に は まさ に 涙 モ ノ の あり が た さ 。 
人 パ ニー マス キン グ テ ー プ 

低 粘 諸 性 で 、 貼 っ て は が せる テー プ で す 。 仕上 
が り 線 の まわ り に ぐる り と 貼っ て 、 完 成 し て か 


| 回 | 
| i | 1 | 
| 人 ド 任 ] 
| | 回 陸 電 | 
1 人 栓 | 
| プロ 
| | 上 | 
| | ン ]| 
| | | 上 | 
層 和 | 性 員 | 
| | 1 縮 | 
1 計 肖 層 呈 | 
代 ペ ベー パー セメント ソル ベン ト (溶解 液 ) 丸 向 
備 シ ン ナ ー デ ィ ス ペン サー 円 雛 型 (ロー ト 付 き ) 
カラ ー ト ー ン や マス キン グ は が し に と っ て も 重宝 。 ソル ベン ト を ディ 
スペ ン サ ー に 入れ て フィ ルム の 上 か ら か ける だ け 。 作品 の 色 に も 影響 
し な い 、 ち ょ っ と 待て ば 勝手 に は が れ て くる の で 下地 も 傷め ませ ん 。 
引 | ス | 
2 円 上 
| レ | 
| 朗 剛 
| 1 2 誠 1 
| | イ | 
| | 
| 本 和 | 
1 | ラ | 
| トレ スポ ボッ クス 1S | 
( 製 ) 
上 1 1 
引 | 用 1 『 
本 等 
コ 2 
1 シ 1 
い 小 ) 
ーー 
ブラ シリ ンス クリ ー ナ ー | ご に 性 > 拓 
oc っ eco ce am | ] う | 
7 1 夫 | 
参 ラ ミネ ー タ ー (葉書 版 ) 
ラミ ネー ト し た い 作 品 を 専用 フィ ルム に 挟ん で 通す だ 
| け 。 大 切な 作品 や 写真 な どの ラミ ネー ト 保 存 が 、 自 分 
| の 手 で 区 くべ く ほ ど カ ンタ ジン ジ に で きま すず 
葉書 版 (|09X154mm) と A4 (220X307mm) 2 種類 の 
商品 が あり ます 。。 
堪 ラ ミネ ー タ ー 専 用 フィ ルム 各 20 枚 入り 
い の ん な が なみ イズ が あめ 作 ま す 。 ラミ ボック の とら セツ ッ ト で 。 
に 


若旦那 の いう と お リ 2 


後半 の ペー ジ も 忘れ ず チ ェ ッ ク / 
116 ペー ジ か ら 価 格 表 が 、 
119 ペー ジ に は 

オー ダー フォ ー 選 が つい て る よ 。 


ピッ クア ッ 


か 電 
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恒 ! 


生 シ ル バ ー ナ イフ F200 

ふつ う の カ ッ タ ー と 違っ て 曲線 を 切る の に 便利 な デザ イン 用 の カッ ター。 

マス キン グ す る と き や ト ー ン を 切る の に 使い た い 。 

ニュ ー ト ゥ イザ ー 

先 が 曲 が っ て いる の で 小さ な も の で も 正確 に つか め る の だ 。 一 本 持っ て 

る と 、 イ ザ と いう と き に 役に立つ よ 。 トーン を 扱う 人 に は 必需 品 だ ね 。 

参 ビ ピッ クア ッ プ 

紙 画 に は み 出し た ペー パー セメント な ど を きれ い に は が す ク リー ナー。 

尋 ホ ル ベ イ ン スプ レー フィ キサ チー フ 

色鉛筆 や パス テル 、 チ ョ ー ク で 描い た 画面 の 定 落 人 令 夜 。 パ ステ ル を 使 
っ た 作品 は 粉 が 落っ こち て きそう で 心配 だ よね 。 描き 終 わっ た あと に こ 

の フィ キサ チー フ を か け て 定着 させ て お こう 。 ち ょ っ と 色 が 沈ん で し ま 
う の が 難点 だ けど 、 長 期 の 保存 や 持ち 運び に は 定着 が 欠か せな いよ 。 

尋 ト レス ボッ クス 1S 

PP 樹脂 使用 で シン グル ライ ト で 持ち 運び や すい トレ ー ス 人 台 。 ト レー ス 
し な が ら カ ッ テ ィ ング で きる よう 、 取 り 外 せる カッ ティ ング シー ト 付 き 。 
1S は 透 写 面 寸法 : 320xX230mm (A4) 光源 : FLIOW | 本 。 

2S は 透 写 面 寸法 : 420X300mm (A3) 光 原 : FLI5W | 本 , 

また 木製 黒 塩ビ 仕上 げ で ツイ ンタ イプ の 蛍光 管 を 使用 。 明る さ に こだわ 
っ た トレ ス ボ ッ クス D タ イプ も あり ます 。 

1D は 透 写 面 寸法 : 347X230mm (A4) 光源 :FPLI8W (ツイ ン 管 ) | 本 
2D は 透 写 面 寸法 : 455X300mm (A3) 光源 :FPL36W (ツイ ン 管 ) | 本 
ら に 2D は イン バー ター 採用 で チラ ツキ を 抑え た 目 に 優し い 仕様 で す 。 
舞 久 用 ブラ シ 小 

紙 の 表面 に 付い た 消し ゴム の カス な ど を これ で サッ と 落と し まし ょ う 。 
更 選 ぼう き 

や は り 消 し ゴム や マス キン グ か す な ど を 優 稚 に ササ ッ と 払い まし ょ う 。 

電 バ ニー プラ シリ ンス クリ ー ナ ー 

アク リル 、 水 彩 、 油 条 な ど ぼ ほとん どの 画材 に 有効 な クリ ー ナ ー。 洗 いな 
が ら リ ンス も で きる ! あな た の 筆 も これ で か わい が っ て ね 。 
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と し て 部 分 的 に 差し て いく 。 絵具 は 多め の 水 
? 容 いて あく まで も な じ ま せ る よう に 


光 が あ た る 部 分 を 白く 抜く 。 何 も つけ な い 乾 nl た つめ の 惑星 の 下塗り も 、 最 初 の 惑星 と 要 
いた 筆 で 水分 を 取る が 、 一 度 水 を 含ま せ て か 領 は 同じ 。 惑 星 の 下 方 を 暗く 落と す よ うな カ 
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色 を か ぶせ る 。 下 の 色 は 消え な い 。 透明 水彩 
な ら で は の 重ね 塗り の 技法 だ 
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ひと と お り 塗 り 終 わっ た と ころ 。 構 叉 的 に 遠 
景 に な に か ポイ ント が ほし く な り 、 新 た に 城 
を 描き 足す こと に 決定 


重なり 合っ た 深い 森 の 向こう に 、 ひ っ そり と 古城 が た た ず む 。 朝 焼け の 空 に 浮か ぶ ふ た 
つの 惑星 は 、 こ こ が 異 国 の 地 で ある こと を 暗示 し て いる か の よう だ 。 こ ん な 味わい の あ 
る 風景 も 、 透 明 水彩 な ら 意 外 と 簡単 。 楽し みな が ら 描 け て し まう ん だ 


風景 で も こう いう 「 人 間 の 生活 感 」 を 感じ さ 
せる よう な も の が ちょ っ と 入る だ け で 、 見 る 
人 の 感情 移入 の 度合 い が ぐ っ と 深まる の だ 


キャ ン パ バス 選択 電 囲 ムー ビー シェ イブ ウイ ンド ウ 


画面 で は Painter の パレ ッ ト が 画像 と 同一 画 
面 に ある が 、 こ れ は 編集 部 で 再 構成 し た た め 。 
本 当 は パレ ッ ト は 別 モ ニタ に 配置 し て ある 


マス ク な ど は 作ら ず 、 直 接 「 鉛 筆 」 で フォ ル 
ム を 形 づ く り 「 エ アブ ラ シ 」 で ざっ と 陰影 を 、 
そし て 「 水 彩 」 で 描き 込ん で いく 手順 と な る 


まず は 使者 (妖精 ) の アタ リ を つけ て いく ( a )。 よ り 妖 精 ら し い フ ォ ル ム を 狙う (b)。 少 し 小さ すぎ る の で バラ ンス 
を と る (c)。 位置 関 係 は 描き や すい 向き に と きど き 反 転 。 コ ンピュータ の メリ ッ ト と し て 、 画 面 上 で ラフ か ら 起 こし 
て いく 場合 、 手 描き と 違い 各 工 程 が 独立 し て いな い の で 、 沙 描き 状態 か ら 完成 へ と シー ムレ ス な 流れ が 作れ る 
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両者 の 大 き さ の バラ ンス を お お ま か に 決め た と ころ で 下地 を さら に 描き 込ん で いく (a )。 使 者 の 足 の 位置 が 決ま ら な 
い ( b )。 ち ょ っ と 変え て みる (c )。 さ ら に 使者 と 怪物 の 関係 性 に 関し て は いじ る こと に な る が 、 こ うい っ た 細か い 手 
直し が 十 二 分 に 入れ られ る の で 、 絵 の 完成 度 自 体 は 確実 に 高く な る 。 反面 、 制 作 時 間 は か か っ て し まう こと も 多い 


Power Macintosh7600 プ 200 (BOOSTER750233 で 
G3 化 、RAM: | GB)、HD 3 台 ( 内 蔵 二 外 付け )、 タ 
ブレット : WACOM INTUOS、 中 央 の モニ タ に 画像 
を 表示 させ 、 右 の モニ タ に パレ ッ ト 類 な ど を 表示 。 
Painter は Photoshop5 の レイ ヤー が 読み 込め る と 
いう 理由 で 5. 5J を 使う 。Photoshop は 4 と 5 を 併 用 。 


う Z 


足 を 広げ て いる ポー ズ を 組み あわ せ て みる 。 
これ で ほぼ 決定 ( 左 )。 実際は 使わ な か っ た が 、 
クラ イア ント の 要請 で 引い た 構 叉 も ( 右 ) 


ョ ョ ュ ほぼ 物 と の 関係 作 。 怪 物 の 手 に 止ま ら せ て みる 。 
完成 形 に 近い 構 丸 ( a )。 足 を 広げ た まま 飛ん 
で いる 2 態 (b、c )。 結 局 ( a ) の 方 向 で 
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ョ ョ ョ 区 物 の 肌 を 仕上 げ て いく 。 Painter の 「 水 彩 」 ル フ 立 を ロ “| 
は 水彩 に あら ず ど ちら か と いえ ば マー カー よ だ ア ち 使 | 合 ン 
り の タッ チ 。 そ の あたり を 踏ま ほえ て お こう O イ 上 用 ル 成 を 
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sm 。 使者 の 肌 部 分 。 陰影 を 作っ た (b ) 後 に 、 色 相 ョ 』 怪物 の 肌 は 大 理 石 模様 の 素材 集 デ ー タ を 利用 [ 怪物 の 手 ( a ) は 、 使 者 の 足 に か ら み つく 感じ 
を 調整 ( c )。 究 極 に は グレ ー ス ケー ル で トー 。 し て 作成 し た テク スチ ャ ー(b) を 怪物 部 分 の を 出し て みた ( b ) が 、 足 と の 分 離陸 が 悪い の 
ン を 作り 色 を 調整 する こと も 可能 な の だ = レイ ヤー (乗算 80%%) と し て 重ね る (c ) [ で ( a ) の 方 向 で 後方 に 暗く 落と す 
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背景 以外 の 部 分 で マス ク を 作り ( 右 )、 背 景 の 雲 模様 (中 ) を 
乗算 869% で 重ね る ( 堪 )。 怪 物 を 背景 に な じ ま せ る た め 使 者 部 
分 が さら に マス ク さ れ て いる 。 怪物 部 分 に 乗算 効果 が 施さ れる 
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Clive Seingrent 
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At 


だ 準 現 中 を 中 

| ン 使 中 が 備 す で ス 村 
ケイ ス 心 ' も る 質 キ 加 
ル が ヤ 1 旨 た の ヤ 子 
取 て 調 の ぞ や 区 区 いも い ん 
込ま て 作 は 行 ` カ 彩 の 
の ま 才 業 線 な 線 ラ 色 描 
dpi め か を 画 う 画 | と い 
る 見 の R 自 り いた 
に 吉 3 て 和 折 a 階 ン う 線 
1 み 地 1i で グ が エエ 画 

レイ う き ん 前 実 の 策 


自宅 プ AT 互換 機 (CPU : Celeron266MHz を クロ ッ 
クア ッ プ で 400MHz、RAM : 256MB、 グ ラフ ィ ッ ク 
カー ド : Milenium 2 )、 会 社 プ AT 互換 機 (CPU : K 
6 -233MHz を クロ ッ ク ア ッ プ で 266MHz、RAM : 256 
MB)、 タ ブレ ッ ト : WACOM ArtPad PRO HI OS: 
Windows95。Photoshop は 4.0J、Painter は 5.0J。 


取り 込み 状態 ( 話 ) で は 汚い の で 「 イ メー ジ 」 メ ニュ ー の 「 色 調 補 
正 」- 「 明 る さ ・ コ ント ラス ト 」 で 修正 。 よ れ て いる 線 や 髪の毛 の 
修正 は 「 ブ ラ シ 」 で (中 央 )。 背 景 の 花 は 別 部 品 で 取り 込み ( 諾 ) 


選択 囲 内 へ ベー スト 


の ひさ 0 叶 茶 は キー すさ ぐ 選 億 
FS 一 すさ ぐ 感 諸 rewelN NM ぐ 半 


' 海 葵 一 で へ で 港 潮 」③ 民 オ テア < で ニー す ユ で 


| 消去 

人 准 り つぶ し .… 

境界 線 を 描く .… 

自由 宏 形 弟 T 


形 P 


| 線画 の 白地 抜き は 、 ま ず 線 画 の ある レイ ヤー 
4 3 を 全 選 択 (Command+A ン Ctrl+A) し 、 次 に 


コピ ビー (command 填 C ン Ctr| 十 C) を 実行 する 


メモ リ を み リ ア 4 


民 


選択 男 囲 フィ ル タ ビュ ー ウイ ンド ウ 


葛 ファ イル 識 業 イメ ー ザ レイ ヤー 


PF ツー ル ボ ックス 下部 の 「 ク イッ クマ スク モー ド で 編集 」 ボタ ン を クリ ッ ク す る (通常 
は 「 画 像 描画 モー ド で 編集 」 に な っ て いる 。 切り 替え ショ ー ト カッ ト は 「0Q」)。 こ れ 
で レイ ヤー パレ ッ ト 上 で 選択 され て いる 透明 レイ ヤー が グレ ー 表 示 に 変わ る ( 諾 )。 


実際 の 作業 は すべ て Windows 上 で 行なわ れ て いま す が 、Rai さ ん か らい た だ 
いた デー タ を 編集 部 で 再 構成 し て いる 関係 上 、 画 面 お よび 用 語 が マッ キン 
トッ シュ 版 Photoshop 5 Painter 5 を 元 に し た も の に な っ て いま す 62 
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ン ン 2O7Otrr モ ー サ メー で 9 の ス 旭 へ 加 
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選択 範囲 フィ ル タ ビ ピュー ウイ ンド ウ EE イメ ー ジ レイ ヤー 疾 択 範囲 フィ ル タ ピュ ー ウイ ンド ウ 


色 域 指定 .… 
境界 を ぼかす. SS36eD | | 
選択 範 団 を 宴 還 ll 


|| 選択 範囲 を 拡張 | 
* KN、 | 近 仙 色 を 選択 | 


| 選択 男 較 を 変形 | 


Qt 本 当 員 -AG ひ と さき O 活 師 は 壮 器 侍 下 旭 
へ 上 避 光 Sr 。( の ) @ の il 削 番 RTN 滑 人 と N 


の い G| (| 填 1IV 十 119/| 填 HHS 十 Puguul02) 吉河 


選択 範 園 を 読み 込む ププ 1 外 介入 
選択 範 囲 を 保存 .… 4 ここ 


* 
0 。 
ene た 。 
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選択 男 較 内 へ ペー スト 谷 弟 V 
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境界 線 を 描く .… 


NN 由実 形 
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各部 の 色 ご こと に レイ ヤー を 作成 し レイ ヤー パ 
レッ ト 上 部 の 「 透 明 部 分 の 保護 」 を チェ ッ ク 。 
差異 の 判別 し や すい 奇抜 な 色 で 塗っ て いく 


oc の の rr 世 蛋 へ ジス パ ぃ o 寒 必須 
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選択 男 団 フィ ル タ ビュ ー ウイ ンド ウ 


レル べ ベル 補正 .… 癌 L 
自動 し ベル 調整 。 合 L 
トー ンカ ー ブ . ト | 
カラ ー パ バランス.… 88B 
明る ざさ ・ コ ント ラス ト … 


人 っ 本 日 ・ 


1 ここ 」 本 


生 度 を 下げ る 谷 沈 U 
り 色 の 置き 換え .… 
に ーーーーーー ーー -| 特定 色 域 の 選択 .. 
画像 回 転 ま 


ce 届 エ ンド 人 
ーーーーーーーーーー ゴ 平均 比 (イコ ライ ズ ) 
2 階 調 化 .… 
ポス タリ ゼー ショ ン .… 


バ パリ エー ショ ン … 


へ タ 塗 り 終 了 後 に 「 イ メー ジ 」 メ ニュ ー の 「 色 
調 補正 」- 「 色 相 と 彩 度 」 を 利用 し て 色 味 を 
狙っ た 方 向 に 変化 させ て いく 
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編集 イメ ー ジ 
me 4 
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の し て い オ す で 妙 デ 色 
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ト ラ 調 ペン 作 り 
上 イ 整 イ を る が 
の トド ト は シン 人 作 ここ 完 
操 ド 記 。 且 3R 0 】 
和夫 ソ オォ オ | 柱 に すず 
も フト に 合 な れ 
多 ト シシ 渡 は る ば 
給油 証 叶 老 ERR 
この 時 点 で デー タ を ペイン ター で 開い て 香 の 甲 羅 に 軽く 陰 を 付け る 。 広 な イ ツ て の 特 は 
いと ころ の 場合 は きれ い に 仕 上 が る の で 、 タ ッ チ を 極力 残し た いと ころ る ト フス 作 段 に グ 
は ベ ペインター で 。 た だ し これ は 表紙 や ポス ター な と の と き に 使う 方 法 ? と ? 業 階 微 ラ 
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dw 避け り 畿 環 お 殻 中 需 ( じ 則 俗 人 1 や レス っ 
ツ ” 違 つ G (IJG 遇 4m 本 人 韻 へ ) や 光 け いい レ 
Gy ツ ” NIJ レ 環 層 く 選 へ K ゼ 忠 柚 けり 葉 半 Ne 


け 補 で CO ト 区 暗 人 昌 人 ン 舞 fOIJS 選 来 維 (| に) 
臣 G 世 へ けれ っ JO はやさ ャ キー 
本 謗 ネン レト ーー て Me 友 No 


と と 


塗る と の 


眼 の ハイ ライ ト や 髪の毛 ( 後 れ 毛 ) を 追加 し 
り 、 部 分 の 修正 な と も 施す 。 ち な み に 人 
の 順 で 


物 は 肌 、 眼 、 口 、 英 
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<YIN て と (へ NZIhT 8) 中 @ 結 (<ーzIN ャ SG) 蘭 や 昧 つ (ドー ミー ヽ Y8 ぷ ) 
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%⑩ 和 を っ 泊 会 つ セ ” やる て 全 思 し 公 7 
地 い し っ enQ 唱 由 政 全 作例 0 し で 
さ つ ロ ン っ し ゃ つよ よく]hQp る 名 っ 
Gv し 暫 0) 李 選 し 中 他 0 つ ? 

時 全 っ +JkJQ 揚 ご やせ 央 忠 虹 


N ミ ミー て ふ Yh@ 則 


ほど エッ ジ が 出 ず 、 ぼ か し も や りや すい 。 
平 筆 と 丸 筆 両 方 の 描き 味 を 合わ せ 持 つ 


平 筆 の 角 を 丸く カッ ト し た か た ち 。 平 筆 


ー ン 補 押下 相 @ 重 麗 : 


SB^ INi ト ー ハ mA 還 
つき っ 所 式 じ 旧 Q セ 
起 WW や 天 っ " 
し レ っ 尋 図 固 較 で 貼 選 
農 信 レア に うっ? NG し” 杜 吸 さ 
ン S で SQ 揚 伯 刀 っ 編 け 4m で 掴 串 ( 魚 ) 


* 小 か 

さ 
に 9 た 

の ⑦ の ) い 


用 いら れる 。 画面 内 の 


ー 


彩色 の と き 使う 。 日 本 画 で は 線画 や 人 物 


の 描線 を 描く の ( 
色 の 系 統 に 合わ せ て 、 何 本 か 用 意 する 


ひび 


*ー 


円 B 害 
S 務 
ツン 1 や 
党 6 けり 
ぶ 必 台 
層 く と 
0) 
2) 掴 し 
中 公 固 
瓶 te 
丸和 穴 
%O 2Q 
セタ っ 中 
二 本 装 
い ン レセ 
集 パ CQ 
可 電 


虹 ら 6 必 ” もやい ーo77 で 時 
SD 無 ry” 胡 も 会 区 つ し じゃ” WPHRG 


MR し 舞 閥 押 で D レ ン Ne@ で し も? 


HLG 路 っ 結 せ N 所 刀 シ 0 で SIJ 
っ J) 倒 じ N0G し ^ 諾 貴 刺 で 光 で 6 
ゃ し 豆 っ し ” 肖 で WP を を 張 SJG 路 っ 中 
へ ハ 揚 シコ) 地 , 心 )。 盾 著 し 公 
で や さ つ で っ 6 し に 怠 定 じ な "NGSRY 
共 尺 換 ぬ つ を も っ うう っ 心 層 や 玖 で 
セ 互 2J? 式 深 江 G 諾 貴 *y 二 いて SQ 固 
中 本 っ を も っ っ うり 隊 っ セ 公 ^ 理 可 貴 
を トト ふ ささ K 提 ンス し” や で う ) 式 MKG 
S や っ ふ 人 店 公記 SS べ ゼ ” 虹 や トマ ロ 
へ S2J 量 SG や 6G 旨 志 で 民 全 。 名 8 
和 ふ 仙 違 会 吐 で NeG し ゃ っ う ) 昭 っ" 


別宮 ※ 淡 G 塚 っ 中 ゴ 田 棋 和 摘 


羽 貼 @ 生 貴 つら 


し ” 男 代 (mn や 6 扉 つ レ に っ" 
加 G や を 中 * 和 を 由 や 会 や 公 

中 Q ひ Q さ Ne し” 固 立 咽 ぐ 世 中 YO 
ぐり 避 給 Ke で や 吐 し じゃ "て 必中 う J 
GM 全 可 % パ っ うべ や っ で 3^ 骨 款 で 
ロ へ G 選 会 本 っ も っ 天 4mp 准 ご? 


較 嘘 風 () 


ル な どの 描き 込み 用 と し て 使う 。 面 相 は 穂 
先 が 細く 繊細 で 、 自 在 な 線 を 描き や すい 


面相 筆 の 細め の も の を 、 仕 上 ぼ げに ディ テー 


うり 玖 6 で 民 0 し な っ さじ し ゃ 会” ボ 
全く IG で の DS ひど レス っ 0 申 " 
6 で っ ) つ 妨 入 條 下 間 二 つや で ) て 公選 
1) 則 褐 こ ご 員 くし うっ 季 豆 う っ) SS く ペレ うっ 
っ JO は 地 っ ) 旬 や つ っ 公 や 7 名 忌 
で 3 演 つ 穫れ さ 6 束 祭 信 ロト て つや 
さ つ じ し ^ 皿 届 し じゃ めい ン で WO いし ゃ ? 
食 賠 時 史 む つう を で ン レ TI 貼付 ミ 皿 G 
氏 SS2J や p^ 和 や つや で SS や 6G せ 所 で 
し 殿 豆 こつ セ ? 坦 史 環 環 会 起 っ レン 
で No で で し で ンド も モー て つ レ ン で 
@ 守 G し 。 愉 S も や 林 つ 球 代 人 
Q SQ うっ Q 扇 つじ しま つっ うう で G し ゃ ぃ - 

区 染 和 を で へ ふじ 揚 ン 呈 m8 他 っ 開 避 
上 いし や 中 他 Q つ 人 公 ^ 諾 現 G 章 
G 叶 う っ ト ふ さっ) 魚 全 悪 下 を セ っ G 
公 必 寿し も で ? し ゃ 。 pn 所 7S っ うっ) 
た や まく も こま こまい TTF 
me 8 で 7 会 Q 和 し 衝 け で し 和 8 ン 
っ ) っ っ!J う ) 公 N6 全 和 や つ で で や で で " 
宮 や 30 で 3) で 8 銘 し つつ ひし 7 誤 藤 シ 
Q ろ けり け S で DFJ し 「 申 甘 撮 ] で 
し っ うっ い ひし 北 利 つ 尋 3) 会 仙 N@ で し セコ で“ 
っ っ 工人 起 む あや も の ロ い ト ( 塚 ) ? 
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ンダ ハウ ス 


大 野 香織 子 着 「 避 天 回 帰 < 上 >」 表紙 〇 船戸 明 里 ブラン 


_L・ %、 
牌 三 KI| 一 ドー 骨 軸 幅 部 匿 崩 果 只 SQR 近 上 「 コ コテ マ と wwH ふ ー ト ミミ ー 
さ ユート 刀 過 っ 回 凌 革 一 」% ユ 
⑨ 踊 過 臣 〇 一 の の ざさ の < マエ 生 ロ て と エビ の ⑨ の oo"ー の の の 環 三 剛志 Nm の an 
No て 和 テロ て ビビ の ヽ へ テー エ テウ の つ エ と ヒム 。 壮 改心 ーj ト 下 そ へ 村 眉 球 N 


ぶ ふ ペー ヘリ ロー ホー 名 心 継 や p 会 生じ ビス ょ 1 
ロロ の 「 コ コー マビ ピ ( 全 本)」G 着 陸 完 
洋 旬 ロロ つ お で 中 KK 一 物 閑 思 ン 叩 会 お ビス 
Ne 育代 未 直 " 所 牧 や 玉 AG 衝 を 羽 へ 人 革 一 
お ぬ G 直 家相 家 ず つつ 妹 拘 想 め 級 玉 写 名 波 
AQ^ 静 会 応 択 作 ピ AG 折 G 事 る 物 回 心 や 
選 Q 僅 定 G^ 提 的 所 G 二 中 0 王 pp ひ コ ) 
ぶち か? つつ レ 各 で うり JJ で 守 前 祥 ろ 
侍 玉 中 一 宏 お の ひ お 6 の 回 じ 提 スピ つ 心 
ペレ 的 多 丸 人 革 昌 の 選 天 相 会 で 密 ろ 
レ 共 玉 ろ 答 会 玉 ン 和夫 選 6 富 “ 


ー 一 喉 唄 下 村 り っ 8 ミト GS 直 凡 公 生 W じ セ 
S こつ いせ 訓 『N ト A 和 ふ 人 穫 一 ロー」 抵 編 Y で 
レ じ っ Qb へ AR「6 共 舞 」 公 相 で リン 衣 ビ ド 
川 く SG ル ト や を で SQ を る を 公 で っ うじ 
で "や p 心 「 記 公 取 じ しむ 選 う っ 」 で し じ 昭 っ で 公 
柱 ペ ピ 6 つ で 

計 p 揚 WSG 公 で Q「 ド を で で 公 で うっ う 生 一 」 
いし ( 交 )) を で まさ ドル へ 尺 揚 ン と の WO レト ジー 
ミ ャ ヘ て いじ 汰 肛 つ を さっ うじ も S” セ 生 選 を 
ぐ 3 志 視 G く ロ 公 で っ うじ 昭 で Cp で うっ 豆 うっ 
SS うう ) 昭 ひし 提 っ Pm つ て 思 7 
ー 一 判定 人 選 うう っ し ちゃ で "公民 っ うっ や む つの 
を 5 ン レ He 公 さ ン レ " 

収 G 由 公 「 専 むし 」 い で し 持っ PteQ む Sr 
レ 拉 っ さく し も +" や 心 「 殖 やむ レ いひ レ っ で SG 
四 全 し 画 む 」 の ひじ 由 う っ ロン SC を mnG や P" 守 
で や 時 表 で や むせ で や マン SS で 記し じ セ " 
ーー 一路 選 RIhK 田 の 公 ” m 舞 咽 人 も くう ) 忌 王 じ 
ci@G し 臣 隊 和 りつ N ト へ 尺 代 一 記 了 ピ 
い レ うし” や 6 忠 決 壮 G 際 鞭 G の は 所 中 栓 り せ 
らい ン さ も も で で 6 つ ( 赤 ) 

堅 公 束 曇 で GP” K ふ 旭 理 長 つ つ 記 
Q 雪 OCG さ ン シ CA を で し ? 中 己貴 配 公 も 
多い うっ うむ さっ う 刀 むく)” へ で 但 * 選 本 疾 マ 
し 殖 で で レー や ヤ 心 っ 心 「 セ KeS」G で で ひさ 
AR ロ つ 人 公 で で し も で " 
ーーn ロ 画 避 想 人 いし た いし で 

SpAJp) の し 記さ 6 じ 選 壮 ロ レン Ne 


地 仔 紀 の 公 國 咽 べく) 公 公 "つい せ 揚 世 せ ン レ つ 
ゃ 心 各 で 公 で て さ () 
ーー ド へ RyYIhK て ビレ ゼ "や の や めで 
二食 りつ っ うめ 昭 0 レ つぐ 

民 記紀 じ つぐ で 押 暴 Rh も くう 公団 歯 
に 1 日 択 SG セ AR の 公 敢 レレ p ヤ で くう ) | 
融 り で うっ S 四 本 ) 公 や 記紀 で 記 ペ じゃ で 
抽 に ト へ 中 エー ふ ヽ 6 皿 友 所 選 で 並 補 仏 競 
い の を さっ うじ も で " 更 電 うっ て 6 避 畠 で し" | 
財 証 人 措 貴 つじ まで" 移り 和 を で ご 図 日 系 拉 
写 G 並 画 公 応じ つ J で ” 窟 証 剛 さ く 公 StO 
で ぐり 据 し レ " 8 公 レビ ゃ く ロ 人 必 ) 尽 ロ TT) 
SSG 嘩 G 弟 園 公選 人 し” 人 じゃ 押 得 6 詳 族 
得 了 や む で めで し SN@ で し で " 
ー 一 路 窓 GS 購 契 や 

『 且 骸 ふ ドーI ト hh ト 」 で レ っ 起 品 押 四 じ 稚 
藤村 Ne と n_O ら 6 マー 信 で レ う で GS 瑞 放 つじ 
JGIhK て 巡回 殺 つ GS で 全 むし" 
しゃ や 6 所 の シ 避 直 倒さ ン さ で レ つ で セレ 
()" Qt で 0 生 心 っ 心 や エ へ ふ レ コ つ コマ 
GS 出 食 各 う 刀 うっ 如く シセ" 
ーー コ つ て マビ ゼ や むい)) 心 叩 っ ちい 6 で" トー 
GrIhK て ビビ 詳 根 を ャ ペー 公称 つ で 公 
回 で レス っ te 中 半 仙 さ JO や SNeG レ ec 
や も で "mp や ココ ティ と エ ゼ に 記 紀 さ で 
し ^ 尼 骨 宮 し 中 he シン ロレ 0 レ っ RG 弟 G で X 
ー 込 入 判 共 忠 東明 人 さっ や で” や で リロ (で や レ 
% 瓶 ンー つつ で の レコ つ コ 三 マビ 担う レ 
Ne | 選 ポ じ 落し せ に 地内 m(RG 既 りう で で 交 
い 8 くし も むり めん を で ご 過 則 胃 公 で レコ 
つっ マビ ぬ で ビレ 「 交 G 建 じ S 量 っ つつ 」 で ビレ 
R へ 人 穫 じ つ KS くり) さっ うく し で" ココ て エレ ゼ 
N ト AG 収 地 民 公 で Se 刀 む けり や)) 公 で 率 で で 
6 やつ ロン さっ うつ) し 5 で 8 さく で 皿 條 G 革 り 
リリ で 互 60 レン hepG で し 所 で し" 綱 弓 し 志 
Ne 咽 計 選 詳 つじ うっ で 7「 画 G 巧 環 」G 志 央 公 
"SS で 直 叫 唱 提 つじ う うじ うっ で G じ つ 
を 給 認 " ふ 率 つじ っ っ SSS で (部 )* 
ーーGteR6S)” や で し さ せつ りり め 届 幸 縮 統 
Q< じ つ W で y( 直 )) 映 誠 OOGYhK て 
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や りり 選 信 晶 時 距 寺 だ GT 必 K て ユ 
ー ふ ハー"「 コ つ コテ マビ 」 ハ ユーKGHT/7 
い 聖 を て IDhK エ ユー ハ 四 AG 所 到 や R も 
ペー ハ 医 ホー 「 詩 亜 距 拉 装 許 尺 全 K ハ ー 
ー」G せ キ 必 や ペー トト 下 そ へ 和 を 「 瑞 G 切 搬 」 
や JJ り レ ハ RG 澤 中 抵 や p 皿 豆 " 


p 折 し じ wS) 望 思 ボ 寺 GO レマン 中 さっ うふ 
oO で し 愉 公 で さき うと っ < 性 揚 wG 当 で っ 
+p 寺 レン っ うっ R へ 仏 じ も で で" 

せ へ て UK ふ 屋 CDQ を で し ” や 6 処 囲 や む 
交 heD レ っ で Gjp か へ 人 5 っ 居 全 衝 Ne で し ちゃ 
や ヤ で し 結 Ne Jap い 下 う せ 座 つ 刀 さ つじ "や ヤ 
心 う で 6 人 つ 選 さ 邊 つつ さ "ヤセ 心 っ /H6 心 公 
m(R ロ で し 皿 衣 り 玲 <0e で し 
で 人 P 回 層状 や じ っ ン 半 や 由 揚 G 深 
SS レ も む ふく) で 避 の 軍 帳 ) 公 昌 む Ne で ロ 環 
*SG6@e で ウレ う で ーー で や で) 〇 の じ し 提 0 ン tG+6 
ぐ S 誠 台北 図 じ か" 

リリ いっ て や で レレ の の 衝 ne 6 で で で レ で で 揚 
D 館 本 ン S ご 6 つ で で” 咽 太 刀 )m 窒 の 公介 te 
むく )” 建 じ た eyWO し 層 G 革 ささ 公 年 心 
っ 心 憎 決 公 さ ン レレ” 心 和 で し レ 衝 ke JO や) 
昭 で ひじ っ GS 〇 の の め組 や Ne つ を さっ うし 
SR で 一 で | で し 愉 刀 で ビレ WON@ つ を で で C し “ 
ー 一 楓 党 公 計 隊 つ レン で he つぐ] 

し pH66) 介 で 46 セリ リン か へ 且 っ ? 
ii 馬 も で 男 和 レレ へ 全う 7 W で っ SR へ 人 
尺 所 押 唐 悦 SNe く じゃ -" 由 凌 GSGp つ 
や いし 円 聖和 を さき う JO 東明 y で GS” ヤリ) 
で っ っ で S。 さじ" 

ー 一 財 揚 WW) っ 3 据 " 箇 ” 押 Go 医 還 DNih 


し eS 


K 抽 ) 晶 )) で で やむ で 方 図 じ 撮っ ぬ を 心 ) 軍 う 
で く ウ も むう ) 交 白 じ や S ぐ で 

1 っ ^ に さ ヘ ホー リロ Ste 由 相 維 や で レン 
を で し 本 時 で や を 心 ) ヤ G 選 公 北 も 
っ りう っ 心 公 ” 帳 更 4m で も 下っ くし ちゃ 記 由 
S で で し レ ゃ ” 抑 昌 G 選 0 し じ ne 由 二 で の ) 下 で S 臣 
つり けり SC で Q を さ こう で) 0 で 折っ 記帳 7 
R よ 内 つ ン S で し p7 衝 リ 公 2 で 台帳 で 
ン h@ GS で の 心 宰 で さ 本 Ne の つ を さっ うし じゃ 人 で“ 
リリ 6 来 % で 外人 色 守 由 玉 0 し 昭 CO 選 を 愉 )。 
リリ 愉 届 京 で の 器 取 ke で し” 守 公 
や m 介 じい ドン 刀 B 心 会 隔 や で SS 宮 相生 じ 
Ne 掲 求 会 St@ 公 で やつ 畠 外さ パ 心 
う 人 で” 心 っ 心 回 6 庄 了 全 本 リン を で 衝 本 っ で 
レ じゃ” 己 岬 り 公 し 劇 O を 心 )” や)G る や 
nG 過 公家 経 く jnh く hG 宮 G 由 り 4 人 0 レン hG@ む 
3 の CH6 く で G さ で くう ) 固 KNe やむ し < 
で で さい GS で PNe つ を さっ うじ ちゃ で S” 避 由 聖 螺 
で っ” 更 で 公 導 幸 し で 公 \e くし" 
ーー ルル で ご 世 肖 公 揚 似 和 人 っ もぐ 

や ヘレ で 枢 う を セン レー で つの 玲 公 更 で し 
Sm ご 吾 ン で や さむ で 3 ゴリ くく 由 台 則 で 
レ う っ な む te@ GS 屯 記 刀 づつ " 玩 和 RI トー へ 心 守 
則 公 赤 衣 GG し ^ 民 で し じ 昭 CO じ apJANC 
っ 羽 せ で せ さ つじ 由 会 リン ロン ミエ ロン 公 で 


レッ へ R や や QOS TINK テ ユー | 
ペー リツ リ つ じゃ 下 醒 革 G 宮 過 ポ 購 " ヒ 
ヤレ や 罰 な つじ レ っ he” 箇 三 KI| 一 ドー 
交 公 /0 し っ Ne「 コ コテ マイ 「 コ 
つっ テマ cw」 ハ ユーKG そ 避 @ 吾 つっ 
四 や や QOS 喘 国 レセ 「 拒 画 G 可 」 
(時 売 幸 ・ ロ ミィ 旨 )^「 昭 了 K 回 
喉 」( 尽 マー か G 陣 りや の レ te 中 
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GE や ほり ロ 電 虹 MR 本 ツ つ 。 議 WW べく 時 ヘ マー エーGT ツ ーー 黄 堆 中 や や 
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手 移 イ こ チ 左 色 
描 動 ル と ェ 下 人 
[ きず ボー ザ が っ 9 
1 | - 2495 pixels に) に る イ 4 ク さ が 
Ne 軒 EFEZ 誠 | 
商 き , 2365 pixels | 比 まま P 手 が び に 
後 の フ ァイル サイ ズ 包 4 り w トコ 
NN SN べ う を 間 入 し ん 
aa Es ](pcee に ) ま 
、 古 | 「 飛 変 更 か ・ 生 定 
ヒス ト ダ ラム .… 曜 更 し か 手 い こ 
| トラ ッ ピ ッ グ | 的 の た る を う ろ る 
に 柔 り が 追 編 で 
ツー ル ボ ックス の 移動 ツー ル (V) で 絵柄 全 ョ mm ョ ョ am * ます は 「 イ メー ジ 」 メ ニュ ー の 「 画 像 サイ ズ 」 高 軟 絵 ` 加 集 
体 を 上 部 に 移動 。 ツー ル 選 択 時 で も command を 層 択 し 、 ダ イア ログ で サイ ズ 入 力 、「 チン い 性 柄 フ す 部 画 
キー を 押し な が ら ド ラッ グ す れ ば 移動 可能 カー : 」 で 伸ばす 方 向 を 指定 し て サイ スズ 変更 5 は を アァ る の 面 


ル 編集 イメ ー ジ し イヤ ー 選択 男 囲 フィ ル タ ビュ ー ウイ ンド ウ 必 
星 組 表紙 05-07-01 @ 12.5% (し イヤ ー 6、 呈 午 工 
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追加 の 手 部 分 を 描き 起こ し 、 取 り 込 み 。 主 線 
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MY の 注い な 量 を は 
施 の つて まい さ 換 つ は ヨ い す コ 
Adobe@ Photoshop⑳ 5.0.2 す とべ 夫 3 た う れ え で と ン え で ン 
: アプ リケーション ど 』 な 5 ね 人 入 て いも が る に の 
ea ど 更に い Pe け と も 人 三 テー 人 う 
: Interna1: Adobe Photoshop⑤ 5.0 J: PP く に も け 2 く が - オ 失 
導 に 人 用 中 で サッ よ あ すす ご 用い ば ハ . る ド 充 タ 
19 11 半 1682, お 29 お 4 co 林 - を 寺 - す 確 ご が 分 で 
イン ーー 『 5 ラ の 基 か る だ ド 実 の 宮 の 絵 
eo と い 系 不 本 な け 定 を に の ツ 機 を 
っ い ん ゝ 公 
po な どの て 向 困 の 6 
動 ユ ト さ 設 た な ピ に は 能 け 備 道 
メモリ 必要 条件 RANM ディ スク 作 | の も 定 リ か | 応 cs 追 基 具 
| 佐和 サイ ズ : | O ぇ 二 お お を す な ド し 其 て で 
| 9 リサ イズ | ⑨g 緩 ン 約 こ 行 る か は て く の バ いし 
あす 価 - ダ 二 うつ う 才 ち そ 人 抽 一 長 .| を て 
注記 : “ ペ モ リリ コン トロ ー ル バネ ル で 令 想 メモ リ を O O 
WC 才 必要 メモ リ が 6.584K ずつ 湊 
1 き け ク イ 構 フ 用 な 使 類 り わ 使 に 
3 52 は ec の の 2 の を もげ 由 す ) ら ソ ラ え オ す い 用 の ー り ンー い な 
@「 デ ィ ス クキ ャ ッシュ 」 は 「96K」 に 設定 し よう 。 キャ ッシュ 数 値 を 上 げ る と Mac の 動作 自体 (ウィ ン プラ 天 - 非 ト る け 目 違 r 本 2. Ne 
ドウ の 開閉 や フォ ント の 描画 な ど ) は 高速 に な る が 、 一 般 的 に Photoshop の 動作 に は いい 影響 を お よ あ ちあ ホ - 橋 シ な 的 2 
ぽ さ な いこ と も 多い 。 と くに System8 以 前 の 環境 で は 「96K] に し て お く と いい だ ろう 。 た だ し 非 カ よ と レ し ョ ら に ソ 点 オ は る 。 
な マシ ン の 場合 、 ほ か の ソフ ト を 使う 際 に 緩慢 に な る よう な ら 、 そ の 限り で は な い 。 上 由 と 生 デ テー ま 拉 
@「 仮 想 メ モリ 」 は オフ が 基本 。 MacOS 8 以降 の 環境 で は デフ ォ ル ト が オン (仮想 メモ リ の スピ ー ド 調 ます 知夫 - も で が て 名 あこ 
口 有 
も それ 以前 の バー ジョ ン よ り は 多少 高速 に な っ て いる ) に な っ て いる の で 、 注 意 が 必要 だ 。 つま り そ れ 吉信 の みち 寺 シル は 選 み ツマ マラ う ョ 
だ け メ モリ 資源 を 必要 と する わけ だ が 、 こ こ で 使え る メモ リ を 増やし て も 動作 が 緩慢 に な っ て し まう す 場 よろ め 割 ョ 在 アー ツー まし 
の で は 意味 が な い 。 こ の 機能 は ハー ド デ ィ スク の 中 に テン ポラ リフ ァイル を 作成 し 、 そ こ を メモ リ の お - 導 う 上 M に リマ ペチ うう 長 クレ し ル ア 
か わり に する が 、 Photoshop の 「 仮 想 作業 領域 」 と は 関係 な い の で 、 機 能 さ せる と 、 二 重 に ハー ド デ ィ で の < ラ を 場 ま 人 の 和 ル 
スク 資源 を 消費 する こと に な る 。 オ ン に する の は 非常 手段 と 考え た い 。 と 半 ラ ン ら は 音 と 合っ メス 少 
章 Photoshop の アプ リケーション メモ リ (Photoshop ア イコ ン を 選択 し 「command 十 |」 で 呼び 出し ) か ty 眉 欄 な た モテ 擬 
単体 で 使用 する な ら ば 、Mac の シス テム に 必要 な メモ リ 量 を 除い た 残り の メモ リ の 80 一 90% ぐ らい 2 錠 す の を いり い だ え た 4 ん で 
を 割り 当て る 。 図 で は 「 使 用 サイ ズ ] の み だ が 、 場 合 に よっ て は 「 最 小 サ イズ | に も 同じ 値 を 。 っ 気 て 使え 種 割 ま も 
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キャ ッシュ 設定 


ォ ャ ッシュ レベ ル : 導 計 


図 ヒス ト グ ダラ ム に キャ ッ ジ シュ 使用 


新規 スナ ッ プ ショ ッ ト … 
月 層 浴 


ペン き 
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新規 ファ イル 旦 還 


ブラ ダグ イン フォ ル ダ 
Internal:Adobe Photoshop⑤ 5.0 J: プ ラグ イン : 


レヒ スト リー オプ シッ シ 


[ 近似 色 を 退 所 


抜 起 記憶 ディ スラ 
ディ ス 2 [Extemel = | 


較 注意 : 抜 起 記憶 ディ スク は 、Photoshop を 終了 する まで 使用 され ます 。 


や 
り 
直 
し 
の 
メ 
リ 


| 
1 
「 
「 


最大 の ヒス トリ ー の 雪 : II 舞 本 夫人 間 5 


、 
じい 」 


則 スナップ シュ ッ ト を 自動 


[し] ノン リニア ヒス トリ ー を 許可 


サナ 


音 画像 キャ ッシュ (「 フ ァイル | メニ ュー の 「 環 境 設定 ] 内 「 画 像 キャ ッシュ .…| を 呼び 出し ) 

扱う 画像 の ファ イル サイ ズ に よっ て 設定 を 変え る 必要 が ある 。 数 値 を 小さ く 、 た と えば 「 1 」 に する と 、 フ ァ 
イル は 早く 開く が 、 再 描画 性 能 は か な り ダ ウン する 。 数 値 を 大 きく する と 再 描画 が 早く な る の で 、 大 き な フ ァ 
イル を 扱う と き に は 考慮 に 入れ よう 。 た だ し 動作 自体 は 数 値 が 大 きい ほど 不安 定 に な っ て いく の で 注意 が 必要 。 
間 仮想 記憶 ディ スク (「 フ ァイル | メニ ュー の 「 環 境 設定 ] 内 「 プラ グイ ン ・ 仮 想 記憶 ディ スク .…| を 呼び 出し ) 
ハー ド デ ィ スク 自体 の 大 容量 化 の お か げ で 、 仮 想 領域 ディ スク 資源 で 悩む こと も 少な く な っ た 。 間 題 は 、 シ ステ 
ム を 含め た 他 ア プリ ケー ショ ン お よび ファ イル と 、 仮 想 領域 が 同一 ハー ド デ ィ スク 内 に 混在 し て し まう こと 。 シ 
ビア な 用 途 で は 、 別 ディ スク を 用 意 す る か 、 シ ステ ム 付 属 の フォ ー マ ッ タ か 、 非 純正 の ディ スク な ら 「Hard Disk 


牽 ヒ スト リー パレ ッ ト (右上 矢印 ボタ ン で 「 ヒ スト リー オプ ショ ン 」 を 呼び 出し ) 

普通 に ファ イル 保存 する の に 相当 の 時 間 が か か っ て し まう よう な 大 き な サ イズ の ファ イル 上 
で 、 ヒ スト リー 機能 が 働い て いる と 、 ち ょ っ と 内 容 を 変更 し た だ け で も 「 仮 保存 ] し て し ま 
う の で 、 お そろ し く 動 作 が 緩慢 に な る 。 速度 を 優先 させ る の で あれ ば 数 値 は 「 1 」 に し て お 
こう 。 数 値 を 少な くす れ ば 、 ハ ー ド ディ スク 内 で 消費 され る ヒス トリ ー 用 の テン ポラ リ 容 量 
も 少な く て すむ 。 ひ いて は 無用 な ファ イル の 断片 化 を 避け る こと に も な る 。 も ちろ ん 「 ア ン 
ドゥ 」 好き の 向き な ら ば 「10] な りな ん な り を 設定 する も いい ( 笑 ) 。 い ずれ に し て も 、 こ 
の 機能 追加 の お か げ で バー ジョ ン 4 と 併用 し て いる ユー ザー が か な り い る こと も 確か 。 バ ー 


S 鐵 沖 ( 叶 過 


ジョ ン 5.5 (ある い は 6 ) で この あたり が どの 程度 改善 され て いる か 興味 深い 。 数 100MB 単 位 ToolKit] の よう な ソフ ト で ディ スク の パー テー ショ ン を 再 設定 し た い 。 また 「Norton Utilities」 の 「Speed 
の ファ イル 保存 が 数 秒 で 終わ る よう な 環境 な ら ば 悩む こと は な い 。 Disk] な ど で 「 フ ァイル の 断片 化 」 を 常に 解消 し て お こう 。 い ずれ に し て も 容量 は で きる だ け 多 い が 吉 。 
な iA 霞 で な し ー 陸 - 此 王 WI に 本 ルル く を た (の 更 本 を て で て 意 まき ョ ス デ こと ク い ドク ちら モ 
休 マ ャ は ほう は ル が 栓 凍 と に まま 1 まま まま ト WM まま (まあ 業 。 ぴ ンタ イィ イ と で い デ ソ え リョ ハ 
左 シ ど フ 大 だ 実存 な れ 一 きき ほ ッ て し を に 再 る 時 数 あう 持 パ す 望 や は ス を フ “イィ イフ て を 1 
ンー アア きけ 本 - す キメ 入っ っ た MSN すり ひし | あま ファ ーー ツマ 心 ア イス ト お ーー ド 
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ドク ター マー チン と ル マ の カラ ー イ ンク に 、 補 助 的 
に 水彩 を 使う 。 混 色 し て 好き な 色 を つく っ て いく タ 
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綿棒 や コッ トン で 色 を と っ て 使う と 便利 。 後 ろ に 見 
える 青い 水 入 れ は な ん と お 酒 の びん の リサ イク ル ! 
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> 一 | へ ji 催 窪 で で SG で 還 園 陵 い むっ 6 で 統 公 ロ ド は : 休 
ーー ト く I ト 3) -W I ド ` 「 く K せ へ ヽ 選 8 公 本 。 pp つや 8 公 で リン っ の 聞 せ 四 NO 
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名 閥 じ p 嘩 鶴 G 次 心 園 家 交代 を 。 も M 村 
二 っ 所 や 叫 條 
INK や AGJ け うう“ 定 忠 6 選 ろ アレ G H6 ゝ ) 
レア テコ ビ ーー 
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條 扱 8 征 喝 約 定 選 し レ ^ で 吾 6 提 的 択 移 王 湯 選 
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中 避 障 ン No)WO9 紀 AX て へ ロミ さ ー ゴ 
6 中 ぬる つ 員 や で " 事 多 で 欄 沈 3 避 鹿 十 り 
ン っ 6 し ' 呈 押 舞 WO 本 *Wotev で っ で 選 全 っ っ 
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透明 分 ・ 色 域 


人 WW | 
ダリ ッ ド の 大 きき :[ 中 。 | | 「 
「 | 


ダグ リッド カラ ー:| 円 明るい | マ > | 


| | | 次 へ 


品 ビデ オア ルフ ァ の 使用 (ハー ドウ ェ ア の サポ ー ト が 必要 ) 


画面 サイ ズ に 合わ せる 閲 O 
ビラ セル 等 倍 Ss%O 
プリ ント サイ ズ 


境界 線 を 隠す 


理 交 に 
色 域 区 告 オン パス を 陽 す 


定規 を 表示 


ガイ ド を 隠す 弟 ・ 
ガイ ド に スナ ッ プ 合 上 8: 
ガイ ド を ロッ ク SS 部 ・ 
ガイ ド を 消去 


「 色 域 警告 ] を チェ ッ ク す る と YMCK で 表現 で | っ 。 aw= 
き な い 色 域 が 任意 の カラ ー で 表示 され る の だ 。 | レタ リッ ド に スナ ッ プ 


意 色 城 警告 (「 ビ ュー| メニ ュー の 「 色 城 警告 ] を チェ ッ ク す る と 機能 する ) 
カラ ー を コン ピュ ー タ で 作成 する と き 、RGB と YMCK と の 人 色 再 現 の 違い が いつ も 間 題 に な る 。RGB モ ー ド の と き に 
YMCK モー ド と の 色 の 差 を 表示 し て くれ る 「 色 城 警告 ] の 存在 を 、 い まだ 知ら な い ヒ ト が いる よう な の で 一 応 説明 
し て お こう 。 ま ず 「 フ ァイル | メニ ュー の 「 環 境 設定 ] 内 [透明 ・ 色 域 ..…] を 呼び 出し て 、 「 色 域 警 告 ] フィ ー ル ド 
の 「 カ ラー:] を 任意 の 色 に 設定 し て お こう 。 作業 し て いる 画像 の 色 味 の 反対 方 向 の 色 を 設定 し て お く と いい 。 画面 
が 赤 っ ぽい な ら 蛍 光 の 緑 と いっ た 具合 。 い ろ い ろ な 色 味 が 入っ て いる 絵柄 で は 素直 に グレ ー に 。 で 、 「 色 域 警告 
を オン に し て 表示 され た YMCK 外 の 色 味 を 使わ な いよ うに 描画 すれ ば 、 印 刷 の と き に 落胆 する こと も 少な く な る ( あ 
る い は 驚か な い )。 パ キッ と し た 彩 度 の 高い 色 味 を 使い た い 場合 は YMCK に 変換 し て で きる だ け RGB の 色 味 に 近 
づけ て いく 、 ま た は 、 最 初 か ら YMCK モ ー ド で 作業 する な どの 手段 で 対応 する こと に な る が 、YMCK で の 発色 の 悪 
に 目 を つぶ る っ て の も いさ ぎ よ い 手 段 か も し れ な い 。 ま た は 印刷 され た モノ が 「 正 し い ] の だ と 考え る と か 。 


ア な し ア こ 含 の 来 ル ボ 旦 が り ョ うう で の 由 ピ 
『 どこ へ 上 と カカ よ を も を ツ を な スス 色 の ン こ の と 考 カ ン 
ル で モ で ご 機 ラ り 利 ク い ム 管 設 5 と が M み 機 ク 
の ご ニニ の き 妖 | も 用 えろ “| 理 定 に に `$ 含 妊 一 
設 タキ 行 自 キ 調 し が と ズ が が 取 な マ を わ の と 
定 最 な ャ ヤ な 体 ヤ 整 て 多 こ に 高大 り る ッ ツ 行 せ 色 ^ 
"を 後 ら リ っ つの リ は 色 く < くろ 効 度 き 入 “ ク な を 特 Il 
し に 一 ブ た 発 ブ 難 変 な が 果 に くれ で で 2 う 利 性 C 
を な 正 A レ ラ 色 し し 末 つ うつ 的 な た の こ 用 を C 
い 確 d | え の | い を た あ に つ わ 結 そ カ と し 示 プ 
ここ な ogo シヤ 経 ン シン “" 行 分 る 判 て つ 時 の ラガ が て す ロ 
に | bb 生 いい 衝 /( 導 生 も も 。 丘 ! ぞ ララ 
に も を アゾ ミン 1 う 才 本 で の りお 和夫 と ン きい ァ アァ 
は C ガ を フ 2 調 -。、 ド て 閑 プ き ミキ うま シン も 3S イ イ 
(ブン 如 ト 要 こ ウ き チラ れれ あ 6 "1 が パク っ つっ し レル ル 
MM ロマ 生 ウ すめ エモ た | が まま 本 まき | と そそ ペー。 
S フー 導 エ そる 楊 ア 和 ブ プク 問 了 本 ね わ ジ いい ル と 入 
や お な | い も た ま ルル あれ また すう も 
っ つい い 散 ご こ | 本 こ ルク きま 選 い ルオ ォ オバ パム へ ヘ へ 
て た が 定 の 了 学 と トド ト 、 5 才 3 ドル | っ 
みほ ` の ぺ が に が バ で の 聞 ウ ト ジ た 
る うと すず すず す | 織 よ 衝 | 開き まえ の ョ < く 
IE ) と フウ 9 作 定 まま | 本 で シ れれ 
と いあ て ぞ で ーー まで レ RU O 5 も 
に いえ を 複 と に ン ` ヨ ョ な 標 B が な 
し ト す 紹 雑 受 バ パ 戻 5 勝 ン い 準 設 登 い 
よ コ 最 介 多 け | つっ 0 手 で モ 的 定 場 “ 
2 口 半 すす 破 上 どど て っ ぅ 2 に 履 プ まま が し し 
だ 限る に め ヨ い 以 色 成 に R s た 
け 度 こわ た ン る 降 変 し 変 G R こ 
き 所 と た ヒ 5 ご で 換 た わ BG ろ 
ら に は る ト は と は し フリ 設 B は 
っ も で の も どい そ て アァ 入ら っ 
も 


バ の ぶ ぷ ぶ ネ る 力 意 す と 複 

あ | C ん | よ 機 に い が 数 D 

る ジ M だ ジ う 器 設 色 増 の T 

R 因 用 合 サ け サメ に に 定 え 人 PF 

カン を ど ン す 依 し 理 た 間 や 

機 な は い ト る 存 た の 昨 が W 

准 ん じ フ ン 仕 し QR 必 今 同 e 

B の だめ オォ オス 組 な こ ご 妥 で じ b 

D。 発 * て ト テ みい う 性 は デ 作 

と 色 キシ ム を カ あ は | 成 

特 チョ ーー タタ る 増 誰 タ な 

Y 性 も に まま と 

と と プ M に で き て で 共 が 

M い 導 5 S カ 出色 いも 有 急 

っ 入 は ご ラ カ ー る 扱 す 増 

多 に を 1 を 才 . 4! いあ も 

CI 。 場 た こ 呼 て くき 出 任 や こ て 
K 

ど と の と い K | と の 囲 の ま 色 合 

SE ほ 各 0 - 可 < 竹 條 和 

ち ル う ゆ の の ば 統 と せ 再 て そ 

ミ ゴ 方 る ガ ガ ス 的 いる 現 い の 

ke リ 法 才 モモ キ ない 色 で う キ 

ズ 論 変 ツ ウツ ャ や ` の き の カ 

が ム を 換 ト トナ リフ 範 る が イ 

で 発 テ に を で 方 # オ 囲 か あ が 

お あ 展 | 直 ` 取 " ト を っ る 出 

まう プ ブリ ああ シル ガ て “- 普 

好 ココ せ ル 置 口 込 る ヨ モ こ つる 

[ で に きま きも セ ん 入 ソ ッ と ま 色 

請 較 モモ 、 よ 換 ス だ カプ ト に り ` 

ッ キ る ル 。 朋 本 5$。 な 希 出 

の ト の 色 て CG 器 以 演 る を せ 

) マ 変 変 き MB 前 色 “ ど な 

ッ 換 換 た Y デ た で 和男 そこ い 

顎 凌 プロ ファ イル 設定 敵 


プロ ファ イル を 埋め 込み - 
RGB [CMYK [グレー スケール Lab 


| 


ド 初期 設 定 プ ロフ ァイル 
CMVKI[ な し 。 | マ 


ーー 一 致し な い プ ロフ ァイル の 処 理 ーー 
RGB:[ 環 内 。 |<| 
-。、。、 、  、『・ 王 昌 間 間 間 庫 呈 トコ 


CC プロ ファ イル : 
萌 る さと コン トラ スト 


「 フ ァイル 」 メニ ュー の 「 カ ラー 設定 ] で 「 プ 
ロフ ァイル 設定 .…| を 呼び 出し 、「 初 期 設 定 プ 
ロフ ァイル 」 の 「RGB」 を 「Apple RGB」 に 
し て 、「 一 致し な い プ ロフ ァイル の 処理 | を 
すべ て 「 無 視 ]」 すれ ば 、 バ ー ジ ョ ン 4 以前 の 
設定 を 継承 する こと が で きる 。 つ いで に 
[プロ ファ イル の 埋め 込み | の チェ ッ ク を 外 
せ ば 、 フ ァイル 保存 時 に ICC プ ロフ ァイル が 
ファ イル 内 に 内 包 さ れる こと も な い 。 


1 rm 

白色 ( | 1 

AF2z ァ : 
ae 

Adobe 


RGB: | Apple RGB に <]-| | | 


| ガン マ : | 対 3 護 
| 白色 点 ( 色 温度 ) : ESrrey に 「 / 


RGB 色 度 座標 :| ソニー トリ ニトロ ン = | マ j 


- モニ タ : Adobe Monitor Settings 
| モニ タ 補 正 を 行っ て 表示 


[Adobe ガ ンマ | コン トロ ー ル パネ ル で カラ ー キ ャ 
リブ レー ショ ン を 正しく 設定 し て いる 場合 は | モニ 
タ 補 正 を 行っ て 表示 」 を チェ ッ ク す る 。 


「 フ ァイル 」 メニ ュー の 「 カ ラー 設定 ] で 「RGB 設 定 .…] を 呼び 出し 、「RGB:] を 「Apple RGB] に する 。 
モニ タ の ICC プ ロフ ァイル を 編集 する こと が で きる 「Adobe ガン マ 」 コン トロ ー ル パネ ル で 、 カ ラー キャ リ 
ブレ ーション を きち ん と 設定 し て いる 場合 は 、 「 モ ニタ RGB」 ( 「 プ ロフ ァイル 設定 」 も 同様 に ) と し 、「 モ ニ 


タ :Adobe Monitor Settings] の 「 モ ニタ 設定 を 行っ て 表示 」 に チェ ッ ク を し て お こう 。 


な お 、「sRGB」 は 、Web や CD-ROM 作 成 と いっ た 場合 で は 逆 に 必要 と な っ て くる RGB 設 定 だ が 、Mac 上 
で 描画 や DTP を する 場合 、 コ ント ラス ト が 高く 、 シ ャ ドウ が つぶ れ 気 味 に な る の で お すす めで き な い 。 
重要 な の は 、「Apple RGB」 を 選択 する と CMS が キャ ン セ ル さ れる の で は な く 、 プ ロフ ァイル 関連 を 利用 し な い 
場合 に 、Color Sync、CMS が 機能 し な く な る の だ と いう こと を 理解 し て お こう 。 現 時 点 で は 「 変 換 テ ー ブ ル に 
よる 色 変 換 ] と いう 従来 方 尋 を 熟知 し て いれ ば 、 無 理 に ICC プ ロフ ァイル を 利用 する こと も な いと も いえ る 。 
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| | 
「 電 撃 Play Station R」1995 年 12 月 増刊 号 ( メ ディ アワ ー ク ス 刊 ) 初 出 イラ ス ト プ 七 瀬 葵 


や 蘭 も 栓 失っ 8 け モリー か キモ くそ へ る つ 
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"サエ 心 い ホー6 交 RA で 店 衛 者 つじ う 
KG し 6 S で くじ 昭 心 くし も 公 " 

ヤレ 本 民間 吊 6 還 選 で で じ 垢 心 還 や 
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S い ひい 6P” RI トーp 環 半 王 じ ) 昭 で ビ " 

や の 宙 で 選 くし ちゃ" ヤ で せ 撮 款 (KO)" ド 
In 一 へ ふ S ぎ で 強 人 で Ne で 選 座 選 っ 
SG お 准 く レ つ で や 心 公 で ・ 

ダ 操 「 作 公 ーーo ら N」 の うっ ぐ ホー 6 YU 
Kー て 選 担 っ つめ) 各 り GT 人 SAY へ ハ や で 6 
に じ 品 te ン N ト S 帳 幡 じ ” 組 や 人 で うっ で 提 
っ 刀 さ つじ Pk い @ く し じ も "や の や の 生 心 う っ 心 引 天 揚 
っ Pte で AO で っ ) 昭 ひじ kt@ で p 思 っ の 昭 心 で レ 
も む 3)^ 皿 條 G 門 の つじ せ 囲 握 刀 の) 昭 じ hG で 
し "人 Q” 四谷 り 「 押 る 表 只 」 の っ 心 据 で ビレ 
十 超 全球 6@G 公 K 昭 枝 さ ン と で っ (部 )" 
ーー「 人 る で うう KGT」 の DD レ う で で ロリ 
で で 公 近い で むせ さっ うく し じゃ も で 

で さり うっ うっ CSS べ 到 記さ くし で" 圭 キ 刷 
6 で し 中 レン kepG 公 携 必 の を さ う じゃ で" 
や 6 揚 w む 公 衣 WW ビレ” 居 ロ つい CO 押 っ し じ jes" 


で で っ うう KGT や むつ を で ン 軸 央 公 豆 っ 
2) で うさ KG ズ の) 公 ^ 握 ロ 映っ や 6) 公 う っ 
っ 担っ し ま 選 っ し ちゃ で” SS で 人 SYIhK て ロリ 
st@G や ぜ 間 つ っ し ち もち む S)” 衝 で 人 公 で 「 公 で っ うう 」 
い レ っ う で し じゃ p| っ SS 羽 選 刊 公 移 Ne の 昭 心 く 
し 虹 掴 G 公 で っ も 0) 公 ^ こ や や ハー ば 公 で うっ 
も うう で” や 心 っ 必 煎 隻 で 揚 *O( ド む や つ 刀 うめ 昭 
い レ っ ne で くし も -" 

ーー 一 G 出 籠 G 音 懇 n@) 公 で っ っ KGT じ ド 
P レ っ 心 則 六 全 選 ン で OO を う う て で " 

キャ 必 で で で 昌 咽 : 選 で で で で や 6 巡 揚 WW 
刀 う の 昭 で 0 し 5p7 骨 守 私 刀 mr(RG マ マー 信じ 
16:6 っ 公 で 埋 つ っ 昭 ひ レビ つ っ 本 で" て 
Kー う つじ 咽 や Ne ペ 款 ロ そ へ ヘ く ふ て 6 引 も や 
届 忠 つ し じ 提 ^Q き む で SQ で GS っ う 6 
ー 一 揚 む ne 組 札 や 公 で ご 下 品 で レン NO……・ 
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や ぐし ち " 

や ぐっ 心 附 mt66 り 公 ぬ つじ 9 ヘー ハロ to 
SR” せ エ 届い ふ ー6 麗 ボ RW 衝 つ ビレ う ン SG 
ゃ けり it6) 昭 (人心 で も "や G 半 エ 中 全 っ で り 公 
で う で つっ うっ SS) SS 負 ボ 公 電 0 公選" 
エエ 改 ふ 一 下 玉 志井 福間 皇 つ レン つ SS 
っ ” 男 條 じ せ や で つ 人 SW だ っ 鬼 さ の) 昭 で し 系 
い レ っ ne で や しゃ" う で Cp 深く し むふ" 
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>) 担 む さ う で つの を で う 公 J" 


せ キ hG 隊 要 9 舞 ン させ 中 eS で し" 悪人 


SR へ 公 避 本 GS 記 " 咽 刀 H66G 呈 陣 補 む 


う を で ン ” や G せ て hG 町 和 つっ うっ 心 の 心 う 


てく SGS 加 村 じ woterte で TIhK て で 36 
っ っ ぷう 昭 C じ ek” 揚 WWGS で mrR じ 水中 品 
加 賠 つ し tn っ J) Op 揚 Ne で も "つつ を ご 羽 
CSK と SES 
ーー 揚 w 和 居 っ ふ hO じ 介 6 村 公 ぐ で 

画 尽 つ を も っ 6G ぜ 境 褒 羽 暑 G 薄 つっ TS マビ 
むく” て 中 ド て ビ 提 の) せつ で で や 公 S 
むせ で 豆 さや GTD 回 っ 超 や レ つ Yen で 
S き 宙 つ ?” 財 wW 直 各 つ レス っ te) うつ で 4 させ) る つ 
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ア 文 庫 ) の た め の 表 紙 イ ラス トレ ーション 〇 セ 瀬 葵 富士 見 書房 


こし 方 」( 富 士 見 ファ ンタ ジ 


清水 文化 閉 「 気 象 精 圭 記 正しい 台風 の 起 
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ミリ JpR く で し 人 で 3O や の 限っ es 
ーーY 必 K て く 民 R で て へ へ 宮中 で 生 ド ドー 
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ン ” や で 公立 つっ し じゃ” っ っ 撮 渦 る ろ で い 
喜 辻 の し 帳 全 RR 全 0 レン ペレ じ ち むく )” で 
JGRDR 公 で し つ う っ G ロ 7 


り 


き 


も 


109 


ん 中" の ・ 
の 
し 。 ] 


の N 


「 や エー ト K・ で へ ハ へ ・ く 必 や T て K8 - の つ 生 ロロ と 」GS@GYIhK エ ベー ハ 四 ハ へ @ せ 紅 搬 迷 球 紗 設 早 了 志 伸 


ーー ツレ ap で の つ ポ けり わ 6 も 選 し "和枝 っ で 
Sp つう 雪上 五 も で じじ KO@S 交 J" 

時 公 っ 揚 wW 史 全 じ W さ っ うっ 公 で さり hi トー 
ANWn や Ei の 9 うじ 崩 東生” 中 で 耳 Ne 
G 公 摂 口 青 り Ste" RI トー へ ヘ ふ G 刑 公 由 
けり 吾 む レン で 6@ 玲 刀 う で) や 交 s で " 
ーー 一 計 SpG 加 人 公 2Q 條 担う し 志 境 的 つ 選 う で 
レ っ で 居 電 選 8 細 人 る で く し もぐ 


担 や つ S リ で で や くさり 「 光 慌 fY0」 の うっ 
で ぐ G で や さく で ひ 互 で し ち も" NN ロ O し うっ で 6G ゼ ぜ 了 
加 さ 選 っ SG し ^ 下條 SC 心 ) 昭 CO レ で で 
NeaDG つ を きっ) 昭 0 じ うっ QGP”" じゃ 岬 記 特 
要り 交 刀 う つり っ で 区 家 で ビレ つ e で ビ " 
や G+ っ や つの S し 下條 尋 G 民 R ロ うっ w 刀 公 で や 
ざり うう で GU 居 で っ 如く も” トペ ーー 
4Q つ で で 刀 ) 公 N9 で レ ち むう)” 


| 
| 叉 寺 R つ ホトミ 


| 


| キキ NN ペー ト 朱 で へ 


ee 


MNO 


I「pINN で さ ロ ー さ 」 | 
| ロット IX 持家 キー 


「DINNT さ ロー ミ 」 さ 8 時 名 で 
「 琶 器 moHA 人 AA」 訓 ゴン 吾 % 


W_o Fr k s 


妃 如 軍 稚 藤 刑 @ 電 久 計 固 ” 団 蝶 芝 
民代 ・ NN ロロ た つく 箇 戦 和 けり ニ ベ 
GKGT 勾 映 著 才 Ne 到 " NG 鏡 じ 玖 
や 缶 ポ 寺 全 1I ト や で ハ ヘ つ レス っ Ne へ” 絆 
下 GRII ス 覧 や やむ へ AI 届 YKG 恒 牙 ^ 
| 思 邊 己 下 人 到 /QG 表 "ついで や p 心 青 
6 DD を DD し Ke で む 9” | 距 電 青 
選 鶴 ヤ 幸 功 レ ご 中 人 @G ド さく KK て 
ー ユ ー 福 尽 心 鵜 玩 の ヤレ ャ p 選 渋 " 
中 つり 胡 展 レ 6 式 器 叫 G 悦 辻 一 普 き 
忠信 の Q" つ や 陣 党 レセ 瑞 G 尋 
李 一 普 加 中 公 0" ト つ さり K 思 ヤ や 
避 mG 尋 悦 明史 忠 公 奨 表 甘 刀 信 
2Q2J 人 ONG 跡 つ 8 ン で 


琴 商 事 


す - た 
く 
ス 
= ハ 
1 
| + 
| 

ハ 

1 まい 
い 
く 
い ヽ 
| 
画 
ト 
0 
ト 
ス 
4 
堪 
ロ 
⑨ 


| 果 撮 GRRp 耶 NN" 


「 耐 只 G oyR 人 ハハ 』」 レ ゼ 世 し 回 を 
つや 尾 で G 土 届 人 吐 下 也 東 
S 編 いじ NeG や や ー 6 妨 ” 察 坊 正 G 
『 ハ さて ID 人 AA それ かれ 」 レ ゃ p や けり 仏 上 
つろ 久 固 的 井 握 持 /0 つ っ ゃ 6 
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『 い さと 人 A モ 和 へ 和 や 」』」 賠 守 G 刀 SG て 必 K て ユー ハハ へ や 肖 郷 書 者 如 


リム マン S8 で レ p う っ SC 人 1 ここ る つじ し ゃ 引 @ 選 
ン ロ リロ っ 間 刀 っ や 心 っ 心 央 更 じじ を で Pe つ り 
全 し 3))) 公 出陣 称 交 で レ っ ぃ 0 うっ 心 凡 レ じゃ せ 
さき ン レ ” 3G」 公 6 つう や で S 居 や te で レセ" 
ーー リリ 心 っ 必 出 入 刀 [的 捉 呈 て 秋 錠 ) 
っ で Sp ふっ 6 し せ さっ で S う 昭 心 マ じ で 
my つじ し せ 選 違 つ 公 舞っ し きっ で ピス っ 
GS も リン ャ や で く し じゃ” 表 球 届 得 
36 っ っ で C レ っ 十 太 し で さっ くし も S” mcRG 
せり 人 S や つ 記 うっ S や 6 公 交 レー リン で うっ 
G 趣 0 2Q 避 迷 じゃ で で Ne て の の を さっ 
っ むき っ ^ 計 豆 うっ” し p ゃ ヤ 心 っ て jpG し ゃ 
っ で 悪人 で 昭 っ mW つ 会 ( 志 " 

けっ うう Wo7 16tK 衣 つく 
っ で レス っ 心 零 愉 で S さ 本" 

っ 心 J) JO 色 和 Se 公 で て 中 KG 志 軍 公 


を 
や 
和 


で 


xx へ DSC を で Pi0GS や p つ で や も く で 
職 固 到 忌 っ S 出 坊 で 堅 w じ で し ) せ 中 
洗い いじ っ で ル ご Rp3SN@ 昭 心 く マレ むく 
や で る mt(RG ppG レ せき ン で レ つ 人 暫 公 
っ つじ?” 箇 ら JD ひ で し レ ゃ 媒 ズ リロ ポレ WS さ う 符 
公 SNe で SS で P" そ も う りう り 昭 で ひ じ で 
< も -6” の しゃ っ うう)” ピ ゃ 克 識 で 
心 H6 ン len6 や おく 公 mtRG 建 6 ン や せ っ 
spDG” や で | 必 じ 志 食 りさ で Pi@ で SS 交 J『 
ーー っ う 』Q46Q へ IN そう ) 季 り 男 玖 尿 NeR や 
3 公 で て Ne で つや で 人 心 選 " 

運 江 り 由 ドレ つ ee367 唐 り や で つ 仏 直 
te 環 ( 公 き っ SQ の っ う 愉 し も で ( 売 )" 愉 記 
心 ) 衝 で レス っ ten り ^ 租 出 公 章 弄 つ レ つ 6 
いじ っ ぃ @ 中 うう 唱 販 1 っ や を で く し ちゃ ” 思 愉 
IS 上 つ レン で te べく 色 っ e ペ ゴゴ "mrRG 共 熊 弄 
うっ 心 公 6 坦 公 押下 補 む 6 坦 レ せ さ ン ビ " 
S 紀 つ レン で ビレ っ ne くり 表 つじ ゃ 箇 出 公 寺 つじ 
っ ne で SS” で せ 男 全幅 中 くべ で せめ りう 候 
+6 さ や 駅 る で) っ う 心 転 会 つ レ うし" 人 握 
ホ ャ へ RW で 互 JWW ロ NENGR ロ 「m 只 
G 来 肖 史 咽 別 we 記 由記 和 つ レン 8 も うっ 」 で し 由 
で で すう ) 公 更 如く し ちや 
ーー6 公 公 りう っ 絢 由 し" 

や くり) いひ レポ ゼ 訓 全う つろ で る を で じ t@+6 で の 
m 届 く ウ つき 心 つ "Np66 刀 相 編 人 
恥 こ で 公 で "Se 所 渦 や で ズリ 秦 つじ 
衝 で ビ っ ン 幅 出 公 剖 了 つ じ っ ぃ 0 く 16 の 培 *N 
Q で 豆 販 会 つじ” SSG 忠 届 公 SNe で む ビ じゃ pS 
っ で し K 記 で 霞 仙 や 倫 ご 6 本 公 ) 外せ 中 各 括 っ 
国 マ ML で っ JJW レ さっ うっ 販 会 つじ っ ” お p 愉 
Qt で つう Qp で) 林 つう 洋 愉 pm 人 レン NG 
SRD つ で や も で く 到 人 せ 6 補 / 皿 條 名))) 6 
選 む te GS で 補 症 つ レ ン 80 で ビレ っ Ne 民 RU さり 
SR 図 つじ し っ 公 さむ で 6 で で さっ うく J” 中 公園 や 
NoapG う っ で で 赴 態 め つじ 條 志 つつ 暖 む N@))) 
つね さ っ 2GP" 性 孤 ロ ) で と っ っ GSG ふう に 
jp っ で 46 っ Se で 0” 媒 り 中 さ べ で 刀 ン 
も で っ heGDCP" しゃ や で ビレ ゃ 販 く レン 0 
Ne 民 N 公 っ Ne ペー ゴル SS. で で きっ) 昭 っ es" 


dd 日 6 


HH QO Hl Ge 


ゴロ 求 直 G 角 器 8 りり) リピ ビ “ 
る 筐 一 ユマ で 一 
「 の の 〇 と 〇 ロア ご og の ロ 」 


[「 阪 間 回 購 選 円 つ > 穫 軸 G 制 りつ 選 」 | 


「 又 間 明 購 調 Q 避 筑 双 ポ G 軸 取出 」 
崩 士 RN ト へ ふ か ト 選 加 


清水 文化 


閉 ( @ う 


や 國 ポ 冒 信也 思 ずり 加 美 更 時 天 ” 民 双 
選 避 Ke 居 豆 婁 世 1 映 李 暴 醒 名 
ざい レポ p 就 つ マ "時 鞭 は そ 四 り つじ レ 
や KKK ス "年 基 間 還 Ne 罰 料 富吉 
要 義 忌 GI ト や で へ ヘリ p も らい 相本 


裳 ボボ 寺 6 由記 を JJ で 尽 QG 現 計 中 
収 剖 "うっ NO 刀 監 泊 葛 直 尺 芝 /Q 
だ Ne た ー ペ マー 人 "RI 忠一 走 嘩 更 尿 
つや で KN9 廿 トー を 填 キ 必 や 入 ー 
I ト も て へ @ 器 収量 康 台 りや p 放 堅 1 で 
レ S っ NeG レ ” pn や 迫 選 上 填 け いろ 
レ 明 へ ン や nQ 和 を で 刀 D レ っ 心 く 
もら G っ し レ 以 6" 


http:/www2.odn.ne.jp/-caq 12640/ 
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委 ント し 番 ラ 
筆 ス レ や に を フ 
を が ス す 使 決 は 
沙 ち ボ くう め 》 最 
人 よ ま サー 緒 閉 
の 
転 と ス | B き す 
号 変 を カ B< く ご 
す お 本 | ケ 村 ぇ 
る プー 民生 軸 
方 て て も ト 直さ 
が し - 基 オォ の は < 
を な まま も シン 挟 て 村 
用 気 | に “ 着 て の み あゆ ゃ 、 
し が ス も 細 さ イ 
て し は 使 か せ メ 手 彩 色 の 場合 は カラ ー イ ンク か マー カー を 使う こと 
Me 共 M 表 が 多い と いう 七瀬 先生 。 2 
衝 5 る > う ラー イン ク は ドク ター マー チン を \ る 。 
Po ま 2 線 を カラ ー で 入れ る と き は ホル ベイ ン の 耐水 性 の カ 
hon 人 ラー イン ク が 活躍 。 た だ マー カー の 場合 は 溶け や す 
サイ ズ に 起こ し て ディ テー ル を 詰め る 3 二 ) PE 。 利 が 本 構 い の で ウィ ン ザ ー& ニ ュー トン の イン ク を 使う そう 
ね を て ら 温 が 色 
て コ い 縮 ら 6 爺 の 
い ン < く 妙 せ の 鮮 
Ad 0 
| ワ ロ 目 タ そ ラ か 
! 2 
に は ル に ミ 湿 イ と 
に VI まあ 半生 上 六 RNNRNSIRNNRTTOR タ OR 
NNNAAN の な グ 舌 グセ も 
NN 息 北 な で 合 " み 
も 重 い 健 を 紙 の 
レモ ン イ エロ ー、 サ ン ラ イズ ピンク 、 ス カー の に イ を み を 美 
レッ ト の 3 色 て 肌色 を つく る 。 薄め る と 黄色 2 あお な 水 し 
は 広がる が 赤 系 の 色 は 筆 元 に と ど ま る カン ジ 重 ク い が でき さ 


カラ ー の 主 線 は 細い 方 が いい の で 、 
ゼブラ の 丸 ペ ン だ け で 描く 。 イ ンク 
は ホル ベイ ン の バー ント シ エ ン ナ 


本 来 な ら 白 目 に あたる 部 分 に ほん の 少し 青み 
を 加え る 。 青 を 加え る こと で 微妙 な 表情 が 生 
まれ 、 白 さも 強調 され て 見 える か ら 不 思 議 


肌 の カゲ 色 は 青 系 の 暗い 色 を 使う こと も ある 
が 、 今 回 は 女の子 の 肌 な の で あま り 色 を 濁 ら 
せな いよ うに サド ルプ ブラウ ン を 混ぜ て 表現 
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こん な ふう に イン ク グ を ぐっ と た め る と ころ 、 
薄く 塗り 残す と ころ を を 調節 し 、 ひ と 華 で も 
布 の 凹凸 を 表現 し て し まう 筆 さ ば き は さす が 


ご く ご く や わ ら か い 色 で みせ た い 桜 の 模様 は 
淡い ピン ク 色 を 花 の 中 心 に お いて 、 ふ わり と 
ぽ ぼかす 。 ポ ボケ アシ の 美 し さ を 利用 し た 薄 塗 り 


まず 最初 は 下塗り の よう に ご く 薄 〈 く 溶い た 色 
か ら 塗 っ て いく 。 こ の と きす で に 明る く 残 す 
と ころ が わか る よう に 紙 の 白 を 塗り 残し て 


| 購 の 色 は モス ロー ズ な ど ロ ー ズ 系 の 色 を メイ 
。 。 ン に 数 種類 を 混ぜ て 。 余 っ た 紙 の ハシ に 薄く 
。 伸ばし て 発色 を 確か め て か ら 決 め て いく 


ひさ 則 URNt 澤 可 の の ーー 


い 瞳 
く の 


(『 


ps コ 


4 


世 り 中 て ( (derO は 置 ゴ 


ご 


と 


の 叶 古 テテ 出さ こと て みす 8 万 さめ 
油 は 9 半 は さ 層 征 は は ば 石 由 赴 。 


代 計 誰 選 石和 


ピコ 


せ 失 グ 連 け う キ 
ん 天 - ラ 続 と 七 ヤ 
まい 
気 て | 名 イ 葛 ク 
持 全 シ あぁ ン 生 タ 
に 
を 均 シン ま の と の 
集 一 を す 場 < く 人 往 
外 最 中 に つ “ 合 に 妙 
に さ 塗 け 塗 は 瞳 な 
同 電 . 者 
っ く て て けた | 陸 気 情 
+ 神 く "し れ 色 一 持 を 
2 計 朋 ま ば が 朋 ち 描 
か の 間 う な 載 が が く 
と の と ちる 書 入 の 
ラ 部 勝 も な 前 重 る が 
| ら 負 う い に な と 好 
な 所 で 戻 の 全 緊 こ き 
と 草 す せ で 体 張 ろ と 
3 っ 要 、 二胡 0 


』 色 を の せ す ぎる と イン ク が 流れ て し まう の で 、 
注意 し な が ら 明 る いと ころ を 残す 。 重 ね る と 
き に 少し ずつ 濃い 色 を 加え て 濃淡 を つけ る 


帯 は 布 の 立体 を 考え な が ら 、 ハ イラ イト 部 分 
を 塗り 残す よう に 色 を 置く 。 色 を 重ね る うち 
に 看 地 の 膨 ら み が 手 に 取る よう に 見 えて くる 


上 で 
じ 混 桶 ゝ めい 
ま ら は 。 0 
せ せ ト 9 
4 も 。 2 た 
8 の 
CE Ly 
| カッ 
け 書 「 2 
SE 0 
メル \ 
イ 
の が 6 
ほ は ふ 【| 。 ぅ ヵ 
キ の が マ カ 
し レ か ラ 
に 9 1 
= ン 
こ 版 


と 


ピコ 


94 ビ 人 圧 古 貢 m の ざす 。y( (の 隊 行 ど 倍 
AL ざま て 演 全 の HiMVY せ は さぶ 
nn と さ w は ざさ 蛍 SH 。 の 主峰 (BNCY 澤 目 細目 


ざこ 
叶 団 固 


9 
ーー 


上 
て は ざさ 中 JNNY レラ 


IS 
っ 
QA て 測 立 へ 山 人 へ 


の 中 信 

2 て 

ーー は シン ン は 
ささ < ご 

全て 


と 強 


Ss- ビ AS の 居民 
。 叶 Ar お S き の どの 思 避 計 き 


QJ チ 石 三 隊 融 3 さき Y ユ ヘー コリ は 


「 電 撃 G's マ ガ ジ ン ]』 99 年 11 月 号 表紙 〇 七瀬 葵 プ メ ディ アワ ー ク ス イラ スト ン ノ モ セ 瀬 葵 


o 半 星人 ジ 


訓 源 演 ざ くく vw 


パ 190 隊 各 は 選 OW 避 / 衣 放 きき 
> レビ マ パーク 


評 G 革 1 凌 | 


ぜ い べ へ いり 4 放 放 選 吾 へ て 浴 識 Y 


人 、 き こ ) ぎ 普 償 


ペー%3! 計 


ベー ス を つく り 終 わっ た と ころ で 前 髪 の 部 分 
か ら 、 筆 の 先 を 使っ た 細い 線 で 、 髪 の 毛 の 流 
れ を 描き 込ん で いく 


ブル ー イ ッシュ ブラ ッ ク な ど を 加え て 少し ず 
「 つ 色 を 濃く し な が ら 、 濃 いと ころ は 濃く 、 薄 
な 。 。 いと ころ は 残す よう に 塗り 重ね る 


だ ん だ ん 、 髪 が 内 側 か ら 輝 き は じ め て くる み 
た い に 見 える 。 上 か ら ホ ワイ ト を 加え る の と 
は まっ た く 違 う 、 繊 細 で ナチ ュ ラ ル な 輝き だ 
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ー 歩 、 訓 へ 。 


Step 『orward 


Sn0000000000mnnnnn0008 


骨 G 玉 人 で ロレ 和 Ke IJ ュ リ 

SS NHIESSI AE SF で EsJIGEA0EYM 

っ 呈 揚 朱 二 つ 玉 っ 野 商 人 @ で スー 仙 交 時 ロ 理 MSN0 DJ つる 人 7 
むだ ご りり pH6Ne 怪 史 (Ne 下 GT NNGS16GG 凌 われ ロ " 

間 じ 遇 悦 才 つ ソ BI@ 辻 SN9 愉 や つ に 6 も で 

べ 暴 ソ 貴 @ 融 ロ 帳 いし | 忠臣 二 6 遇 季 だ NeG 也 犯 忠 Ne むだ 3U" 
喧 飲 6 | 昌 1 了 皿 ボ 中 じ 肖 応 つ お G 公 Q① 間 Ne6 つ SG っ SM 
0 合 む や で 刀 ひじ 16 っ も で 7 

毅 ご 6 直り 皿 つ 理 貴 羽 肛 0 いり 旋 N6Gp っ つつ" 

hce SE EAI や りこ と つま た 4 こよ で 0 SA 1 ん 9FvJ SE 

JJ で や 抽 マ 忠 Re ゴ 6 皿 十 じ p” 名 〇 内 む だ 6 つや O 全 や 昌 ソ " 

や け p も 人 伯 咽 むり っ Ak6 員 むり" 素 つ じ 刀 りり 避 握り 6 愉 G6 も で 7 
NN だ SQ 所 " 揚 Q 刀 所 映 四 6 1 昌 玖 玉 S(QOGGI 

NG ボボ けり ^ 爺 G 虹 KG 際 庄 全 1SNeG“ 


SQ 丸 公 澤 放 人 紀 1 遇 "NNIJ 人 SQ くい 公 つ 1H6NO ……" 
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トゥ ー ル ズ 胃 央 画材 り ス ト 


10<18 ペ ー ジ の 中 て 紹介 し た 画材 の リス ト て す 。 アイ ウエ オ 順 に な っ て ます 。 
と っ て も お 得 な 割引 価格 だ か ら 、 近 くに 画材 屋 さ ん が な く て 困っ て た 人 は 、 ぜ ひ 利 用 し て くだ さい ね 。 


〇 印 が 10 ペ ー ジ か ら 紹 介し て いる 商品 で す プ 掲載 商品 の 価格 、 仕 様 等 は 1999 年 11 月 現在 の も の で す 。 改良 等 の た め 予 告 な く 変 更 する 場合 が あり ます の で 、 ご 了承 下さ い 。 


ソリ | ル | 衝 見 [ 
マー カー 


コピ ックス ケッ チ 36 色 セッ ト (基本 色 ) 13.680 円 11.490 円 コピ ッ ク マ ル チ ラ イナ ー 線 幅 0.05、0.1、0.3、0.5、0.8、1.0mm 各 200 円 一 180 円 
〇 コピ ックス ケッ チ 72 色 セ ッ ト (A/B/C) 各 27.360 円 22.980 円 | 〇 コピ ッ ク マ ル チ ラ イナ ー セ ピア 線 幅 0.05、0.1、0.3mm 各 200 円 一 180 円 


〇 コピ ックス ケッ チ オリ ジ ナ ル |2 色 セッ ト (AB/C) 〇 コピ ッ ク マ ル チ ラ イナ ーB (8 本 ) セッ ト (6 本 セッ ト 十 ブラ ン S、M) 
の コピ ックス ケッ チ 増強 色 36 色 セッ ト の ② コ ピッ クオ ペー ク ホ ワイ ト 30cc 
ラー イリ アン 
〇 Dr マー チン ウォ ー タ ー カ ラー イン ク ラディ アン ト 14 色 セッ ト (AB/CD) 
の Dr. マ ー チ ン ピグ メン トイ ンク 基本 色 12 色 セッ ト の 〇 ホル ベイ ン ドロ ー イ ング イン ク 12 色 セッ ト 4800 円 4.030 円 
ウィ ン ザ ー& ニ ュー トン アー チ ス ツ 水 彩 絵 具 12 色 セッ ト 〇 ホル ベイ ン 専 門 家用 透明 水彩 絵具 12 色 セッ ト 
ウィ ン ザ ー& ニュ ー ト ン アー チ ス ツ 水 彩 絵 具 18 色 セッ ト ホル ベイ ン 専 門 家 用 透明 水彩 絵具 18 色 セッ ト 
ファ ー バ ー カ ステ ル ポリ クロ モス 色鉛筆 72 色 セッ ト 7.000 円 14.280 幅 
トン ボ IROIITEN ( 色 辞 典 ) 第 2 集 3.000 円 一 2.520 円 | 〇 ファ ー バ ー カ ステ ル ポリ クロ モス 色鉛筆 100 色 セッ ト ( 木 箱 入 ) 
| ラーーae 92eezemw wmvst leemazem| ーー ニ ここ | 一 


AM ペー パー ( 厚 口 ) 


クレ セン ト イラ スト レー ショ ン ボ ー ド 細目 20 B4 


〇 コピ ッ ク ペ ー パ ー セ レク ショ ン No.| 


〇 コピ ッ ク ペ ー パ ー セ レク ショ ン No.2 カス タム ペー パー|IOI (薄口 ) 


〇 コピ ッ ク ペ ー パ ー セ レク ショ ン No.3 カス タム ペー パーI0|I ( 厚 口 ) 


PM ペ ー パ ー 
特選 加工 紙 (NK マ ッ ト ) 
特選 上 質 紙 


〇 ② コ ピッ ク ペ ー パ ー セ レク ショ ン No.4 


700 円 一 660 円 クレ セン ト イラ スト レー ショ ン ボ ー ド 中 目 #99 B4 170 円 一 160 円 


〇 コピ ッ ク ペ ー パ ー セ レク ショ ン No.5 


700 円 一 660 円 クレ セン ト イラ スト レー ショ ン ボ ー ド 中 目 #99 A4 I50 円 一 140 円 


⑨ 〇 コピ ッ ク ペ ー パ ー セ レク ショ ン No.6 


記載 の 商品 名 、 会 社名 は その 所 有 者 の 商標 も し く は 登録 商標 で す 
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商 品 名 定価 一 通販 価格 (税込 ) 
クレ セン ト イラ スト レー ショ ン ボ ー ド 中 目 #310 B3 510 円 一 480 円 


コッ トマ ン 水 彩 紙 SI4 粗目 F4 (332X242mm) 1.200 円 一 1.000 円 


コッ トマ ン 水 彩 紙 SIle 粗目 Fe (407※X320mm) l.600 円 一 1,340 円 
〇 コッ トマ ン 水 彩 紙 S24 中 目 F4 (332※242mm) 1.200 円 1.000 円 


コッ トマ ン 水 彩 紙 S26 中 目 F6 (407X320mm) l.600 円 一 1.340 円 


商 品 名 
コッ トマ ン 水 彩 紙 S34 細目 (タケ ブリ スト ル ) F4 (332X242mm) 
コッ トマ ン 水 彩 紙 S36 細目 (タケ ブリ スト ル ) F6 (407X320mm) 
トレ ベ ペ パ ッ ド  A3 50 枚 り 
〇 トレ ベ ペ パ ッ ド  A4 50 枚 綴り 


〇 ミュ ー ズ ケン トブ ロッ ク  B4 (KMK ケ ント 紙 200kg) 20 枚 綴り 


定価 一 通販 価格 (税込 ) 
1.200 円 一 1.000 円 
1.600 円 一 1.340 円 
750 円 700 円 
420 円 一 390 円 
|.100 円 一 920 円 


〇 アルテ ー ジ ュ TR-7000 No.I505 (口径 I.5mm 穂 丈 5mm) 950 円 一 890 円 


〇 アル テー ジュ TR-7000 No.3015 (口径 3mm 穂 丈 I5mm) 1.250 円 一 1.180 円 


アル テー:> - 吉 
アル テー ジ - 


アル テー ジュ TR-7000 交換 用 穂先 No.R3015 750 円 一 700 円 
アル テー ジュ TR-7000 交換 用 穂先 No.R3020 800 円 一 750 円 
アル テー ジュ TR-7000 交換 用 穂先 No.R3025 850 円 一 800 円 


〇 アル テー ジュ TR-7000 シス テム ハン ガー 1.950 円 一 1.840 円 
〇 ウィ ン ザ ー& ニ ュー トン 高級 セー ブル 水彩 筆 No 1.270 円 一 1,200 円 
〇 ウィ ン ザ ー& ニ ュー トン 高級 セー ブル 水彩 筆 No.| 穂 丈 IO0mm 径 Lemm | 1.390 円 1.310 円 
〇 ウィ ン ザ ー& ニ ュー トン 高級 セー ブル 水彩 2.330 円 一 2.200 円 
〇 ウィ ン ザ ー & ニュ ー ト ン 高級 セー ブル 水彩 人 筆 No.5 穂 丈 2Imm 径 32mm | 4900 円 一 4630 円 
〇 キャ ムロ ンプ ロ シリ ー ズ 620 ラ ウン ド ( 短 軸 ) 350 円 一 330 円 
〇 キャ ムロ ンプ ロ シリ ー ズ 620 ラ ウン ド ( 短 買 ) #O 穂 丈 I2mm 径 3mm 400 円 一 370 円 
〇 キャ ムロ ンプ ロ シリ ー ズ 620 ラ ウン ド ( 短 軸 ) #4 穂 丈 lIemm 径 4mm 650 円 一 610 円 

周 辺 


〇 キャ ムロ ンプ ロ シリ ー ズ 620 ラ ウン ド ( 短 軸 ) =6 穂 丈 I8mm 径 4.4mm 


〇 キャ ムロ ンプ ロ シリ ー ズ 620 ラ ウン ド ( 短 軸 ) =8 穂 丈 22mm 径 5.6mm 


〇 隈 取 No.| 穂 丈 I8mm 径 6.2mm 


〇 隈 取 No.2 穂 丈 22mm 径 7.2mm 


〇 隈 取 No.3 穂 丈 25mm 径 7.9mm 
〇 隈 取 No.4 穂 丈 30mm 径 1I0.3mm 


彩色 No.| 穂 丈 I4mm 径 3.0mm 
彩色 No.2 穂 丈 I5mm 径 4.0mm 
〇 彩色 No.3 穂 丈 I8mm 径 5.0mm 


彩色 No.4 穂 丈 23mm 径 5.6mm 


〇 彩色 No.5 穂 丈 25mm 径 6.0mm 
〇 彩色 No.6 穂 丈 28mm 径 6.40mm 


彩色 No.7 穂 丈 32mm 径 7.0mm 


〇 彩色 No.8 穂 丈 34mm 径 7.8mm 


〇 ヌー ベル ビジ ュ ア ル 筆 6 本 セッ ト 
〇 ハイ スク リプ ト 面 相 No.| 穂 丈 IO0mm 径 1!.5mm 
〇 ハイ スク リプ ト 面 相 No.2 穂 丈 13mm 径 2.5mm 
〇 ハイ スク リプ ト 面 相 No.3 穂 丈 I9mm 径 3.5mm 
〇 平 刷 毛 No.5 穂 丈 29mm 幅 |5mm 
〇 平 刷毛 No.8 穂 丈 29mm 幅 24mm 


画 材 


750 円 一 700 円 
900 円 一 850 円 
920 円 一 860 円 
i.100 円 1.030 円 
1.500 円 一 1.410 円 
2.i00 円 一 1.980 円 
400 円 一 370 円 
460 円 一 430 円 
530 円 一 500 円 
ee0 円 一 620 円 
920 円 一 860 円 
1.100 円 1.030 円 
1.500 円 1.410 円 
1.800 円 1.700 円 
1.750 円 一 1.650 円 
900 円 一 850 円 
1.200 円 一 1.130 円 
1.900 円 一 1.790 円 
380 円 一 350 円 
430 円 一 400 円 
500 円 一 470 円 
680 円 一 640 円 
850 円 一 800 円 
|.100 円 一 1.030 円 
1.400 円 一 1.320 円 


〇 Dr. マ ー チ ン ブリ ー ド プル ー フ ホワ イト 28335cc. 750 円 一 630 円 


トレ ス ボ ッ クス 2D 23.000 円 19.320 円 
〇 ニュ ー ト ウゥ イザ ー 1.100 円 1.030 円 
〇 パイ ロッ ト 証 券 用 イン ク 30cc. (耐水 性 ) 500 円 一 420 円 
〇 バニ ー ブラ シリ ンス クリ ー ナ ー 1.350 円 一 1,270 円 

バニ ー ペー パー パレ ッ ト 穴 な し ハー フサ イズ 350 円 一 330 円 


〇 バニ ー ペー パー パレ ッ ト 穴 な し F4 550 円 一 510 円 


cn 


Le 
な 


17 


ー バ 


〇 羽 ぼ うき 


O 〇 ピッ クア ッ プ 
文 房 党 マスキング シー ト 3cm 


文 房 常 マス キン グ シ ー ト 12.5cm 


〇 文 房 党 マスキング シー ト 25cm 
文 房 堂 マ スキ ング シ ー ト 50cm 
〇 ホル ベイ ン スプ レー フィ キサ チー フ 


中 ) 


〇 ホル ベイ ン ドロ ー イ ング イン クス ペ シ ャ ル ブラ ッ ク 


〇 ホル ベイ ン デザ イン パレ ッ ト ( 


〇 マク ソン コミ ッ ク イ ンク ・ セ ピア 30ml (耐水 性 ) 


〇 ひさ くさ ツ ワウ アク アマ スク 


② ミ ツ ワ ペー パー セメント ソル ベン ト 31|0c.c. 


〇 ミツ ワ マス ケッ トイ ンク 
⑥ ぐ ラミネーター (は が き 版 ) 


ラミ ネー ター 専用 フィ ルム 20 枚 入り 名 刺 サイ ズ 用 (60X95mm) 
ラミ ネー ター 専用 フィ ルム 20 枚 入り 写真 サー ビス 版 用 (95X135mm) 
〇 ラミ ネー ター 専用 フィ ルム 20 枚 入り は が き サ イズ 用 (|09X154mm) 


ラミ ネー ター 専用 フィ ルム 20 枚 入り A5 サ イズ 用 (|58X220mm) 


ラミ ネー ター 専用 フィ ルム 20 枚 入り A4 サ イズ 用 (220X307mm) 


700 円 一 660 円 
300 円 一 280 円 
250 円 一 230 円 
980 円 一 920 円 
1.680 円 一 1.580 円 
3.000 円 一 2.830 円 
1.200 円 1.000 円 
400 円 一 370 円 
450 円 一 420 円 
300 円 一 280 円 
620 円 一 580 円 
700 円 一 660 円 
450 円 一 420 円 


6800 円 一 5.710 円 
|9.800 円 16,630 円 
200 円 一 180 円 
300 円 一 280 円 
400 円 一 370 円 
e00 円 一 560 円 
900 円 一 850 円 
700 円 一 660 円 
1.200 円 1.130 円 


リス ト に 載っ て る 商品 は すべ て 通信 販売 で きま す 。 わずか 1 週間 で 憧れ の 画材 が 届く な ん て 


ドキ ドキ で すね 。 申 し 込み 方 法 は と っ て も 人 科 単 だ か ら 、 さ っ そく いろ いろ 頼ん で みよ う ! 


⑳⑩ 商品 を 選ぶ 欲し い 商品 を お 選び くだ さい 。 
お 問い 合わ せ TEL03-5753-0326 受付 時 間 G 祝 祭日 を 除く 月 金 の 午前 0 時 一 午後 5 時 


名 1 


お 申込 の 際 の ご 注意 


〇 申込 書 は コピ ー し て お 使い くだ さい 。 
〇 郵送 で お 申込 の 場合 は 、 申 込 書 の 控え と し て 
コピ ー を と っ て お いて くだ さい 。 (商品 逢 着 後 の 確認 用 ) 


〇 商品 名 、 品 番 、 サ イズ 、 数 量 等 の 記入 漏れ 
や 代金 の 計算 が 間違っ て いな いか 、 お 申込 
前 に も う 一 度 ご 確認 くだ さい 。 記入 漏れ や 


「 ⑯) お 支払 い 方 法 を 選 / ぷ が お 支払 い 方 法 は 2 通り 。 い ずれ か お 選び くだ 「 


N TON 7 Romenm 


LT 代金 が 間違っ て いま す と 、 商品 の 発送 が 遅 
送料 一 律 :\800 生ま = れる 場合 が ありま す 。 
商品 到着 時 に 代金 を お 支払 いい た だ きま す 。 | | 申込 書 と お 支払 い 代金 の 合計 金額 を rr 
(後払い ) ゅ | | 同封 の 上 、 現 金 書留 で お 送り 下さ い 。 | に 
[手数 料 な し 」 | | 送金 手数 料 は お 客 様 の ご 負担 と な り ま す 。| 土日 夜間 の お 届け 
の 東京 都 大 島 ・ 八 丈 島 を 除く 伊豆 七島 と 小笠 原 諸島 は | || 〇 必ず 郵便 局 指定 の 現金 書留 用 封筒 を ご 利用 下さ い 。 | お 届け 日 の ご 指定 は で きま せん が 、 夜 間 ま た は 
代金 引換 が で きま せん 。 O ぐ 代金 は 必ず 現金 で 釣り 銭 の な いよ うに お 願い し ます 。 土 ・ 日 の ご 指定 は 可能 で す 。 お 申込 書 の 指定 欄 よ り 
』  【 / お 選び くだ さい 。 


た だ し 、 土 ・ 日 指定 を し た 場合 は 、 
2 週間 以上 か か る こと が あり ます 。 
cc パ ) 東都 大 島 ・ 八 丈 島 を 除く 伊豆 島 と 小笠 原 諸島 は 指定 が で きま せん 。 


FAX また は 封書 で 3 
お 送り くだ さい 。 ⑳ 申し 込む 


返品 ・ 交 換 に つい て 
下記 の 場合 に は 、 返 品 ・ 交 換 を お 受け し ます 。 
お 手数 で す が 、 当 社 まで ご 連絡 くだ さい 。 
〇 不良 品 が 届い た 場合 
〇 ご 注文 され た 商品 と 異な る 場合 
※ 返 品 送料 は トゥ ー ル ズ の 負担 で す 。 


以下 の 場合 に は 、 返 品 ・ 交 換 を お 受け で きま せん 。 
〇 商品 到着 後 8 日 間 以 上 経過 し た 場合 

〇 一 度 ご 使用 に な られ た 商品 

〇 お 客 様 の 都合 で キズ また は 破損 され た 商品 


ミス まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま まま 人 ま まま まま まま まま まま まま 


⑯ ] 週間 前 後に お 届 [ け 書 が 届い て か ら 1 週間 前 後に 宅配 便 で お 届け いた し ます 。 「 


郵送 で お 申込 の 場合 は 、 お 申込 書 が トゥ ー ル ズ に 届い て か ら 1 週間 前 後に お 届け と な り ま す 。 
た だ し 、 休 日 の 前 後 や ご 注文 が 集中 し た 場合 、 商 品 が 品切れ の 場合 は 1 週間 以上 お 待ち いた だ く こ と も あり ます 。 
商品 は 出荷 準備 が 整い 次 第 順次 発送 し て お り ま す 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


商品 が 届き まし た ら 、 注 文 し た 内 容 と 間違い が な いか すぐ に ご 確認 くだ さい 。 


ダイ レク トメ ー ル の 送付 に つい て 

一 度 通販 を ご 利用 いた だ きま す と 自動 的 に お 客 様 と し て 登録 され 、 新 商品 ・ セ ー ル の ご 案内 等 を ダイ レク トメ ー ル で お 送り し ます 。 

お 引越 し 等 で ご 住所 が 変わ られ た 場合 、 ま た は 、 ダ イレ クト メー ル の 送付 を 中 止 し た い 場 合 は 、 お 手数 で す が 当 社 ま で ご 連絡 くだ さい 。 
な お 、| 年 以上 ご 利用 の な い 場 合 は 自動 的 に 送付 を 中 止 さ せ て いた だ きま す の で 、 ご 了承 くだ さい 。 


掲載 商品 の 価格 、 仕 様 等 は 1999 年 1 月 現在 の も の で す 。 改 良 等 の た め 予 告 な く 変更 する 場合 が あり ます の で ご 了承 くだ さい 。 


~) 24 時 間 受 付 


[AX 03-5753-0334 


ゴロ 43-0006 
郵送 先 | 東京 都 大 田 区 平和 島 6-|-| 東京 流通 セン ター ビル 3 階 
株 式 会 社 トゥ ー ル ズ 通 信販 売 課 TEL 03-5753-0326 


人 FA ベ 送信 方 向 


裏表 を ご 確認 の うえ A4 タ テ 方 向 で 送信 し て くだ さい 。 


トゥ ー ル スズ 通信 販売 申込 書 


株 式 会 社 ト ゥ ウール ズ に 以下 の 商品 を 注文 し ます 。 


O 〇 必ず 1 行 に 1 項目 ずつ ご 記入 くだ さい 。 


通販 価格 ・ 送 料 は すべ て 税込 み で す 


通販 価格 の 合計 Seo: 
送料 (一 律 ) 2 \800 


〒 ご 注文 2 回 目 以降 の お 客 様 は 5 eo 
胃 を ご 記 くだ さい お 支払 い 代金 合計 1+2 
ご 住所 


HOUUULLLULUUULLLREEELLEEEEEELELLOLULLLUKSLKKIIEILKILLLLEKLLLLEILKILLKILKELLKLLLKLLKKKLLKLLKLLKKLLLKKLKLLLLKLLKTJ 


お 支払 い 方 法 ( 〇 印 を し て くだ さい ) 


0 入 5 義 2 代金 引換 現金 書 針 


に ーー 
796 る 


指定 が ある 場合 は 
項目 に ひ を し て くだ さい 。 
右記 以外 の ご 指定 は で きま せん 。 


の 東京 都 大 島 八丈 島 を 除く 伊豆 七島 と 
小笠 原 諸 島 は 指定 が で きま せん 。 


TI43-0006 
東京 都 大 田 区 平和 島 6-|-| 東京 流通 セン ター ビル 3 階 
株 式 会 社 トゥ ー ル ズ 通 信販 売 課 TEL 03-5753-0326 


FAX 03-5753-0334 


ノー 24 時 間 受 付 
| 送信 先 


色彩 王国 で 紹介 し た 以外 の カラ ー 画 材 、 そ し て 、 ペン 先 や イン ク 、 ト ー ン な どの モノ クロ 画材 を も っ と 知 
リ た い 、 購 入 し た いっ て 人 は 、 封 筒 に 390 円 分 の 切手 を 同封 し て 、 ト ゥ ー ル ズ 通 販 力 タロ グ を 請求 し て みよ 
う 。 単 品 買 い に も 便利 な 、 イ ンク や マー カー の 色 名 が バッ チリ 分 か る カカ ラー パンフレット を は じ め 、 ト ゥ ー 
ルズ か ら の 季節 の お 買い 得 商品 情報 な ど を 満載 し た カタ ログ セッ ト が 、 請 求 か ら わ ず か 1 週間 ほど で 手 
元 に 届く よ 。 き っ と 希望 の 商品 が 見 つか る ゾ 。 詳し い 請 求 方 法 は 次 の 通り 。 ジャ ンジ ャ ン 送 っ て みて ね 。 


⑥ 1 年 を 通じ て 各種 画材 が お 得 な 割引 価格 で 購入 で きま す 。 
⑥ 簡単 ラク ラク な 代金 引換 で 手数 料 も 0 円 。 カ タロ グ 請 求 は 、 郵 便 番号 、 ご 住所 、 お 名 前 、 電話 番 号 を 
明記 の 上 、390 円 分 の 切手 を 同封 し 、 下 記 ま で お 送り くだ さい 。 1 週間 前 後 で カタ ログ 一 式 を お 送 
。 リ い た し ます 。 
上 記 申 込 書 で ご 注文 いた だ いた 方 に は 、 | っ 
カタ ログ ー 式 を 無料 で 商品 と 一 緒 に お 送り いた し ます 。 | ⑨ ト な ーー 上 ルズ 本 馬力 タロ グ / ア イシ ー、 レ トラ 、 サ ムトー ツタ ログ ダコ ピック カラ ー チ ャ ー ト ンジ 
2 RE Dr. マ ー チ ン 、 ヌ ー ベ ル 、 ホ ル ベ ペイ ンカ ラー チャ ー ト な ど を お 送り リ し ます 。 
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今日 か ら カ ラー に 挑戦 ! 


いい 


Challenge Color Sheet で 


NN 
記 


楽し みか た は あな た し だ い 

毎号 恒例 の Challenge Color Sheet で す 。 最近 は この ペー ジ を 楽し み に 
し て くれ て る 人 も た くさ ん いて 嬉し いで す 。 今 号 も 描き 下ろ し を 含め た 豪華 
な 線画 ば か りな の で 楽し ん で くだ さい ね 。 本 の 中 で 塗り 方 を 紹介 し て いる 
作品 は 、 同 じ 技 法 を 試し て みる の も いい し 、 ま っ た く 違 う 画 材 や 技法 で 仕上 
げ て みる の も お も し ろ そ う 。 あこ が れ の 先生 方 と コラ ボレー ショ ン す る つも 
り で 、 い ろ い ろ 試 し て ね 。 実際 に カラ ー の 下絵 と し て 使わ れ た 作品 も 多い の で 、 
線画 の 勉強 に も な り ま す よ 。 美しい 線 を 引く に は 、 一 気 に 引 いて し まわ ず に 、 
線 と 線 と を きれ い に つ な げ な が ら 、 少し ずつ 描い て いく 場合 が 多い ん で す 。 
正面 か ら ば か り で な く 、 自分 が いち ば ん きれ い に 線 が 引け る 角度 に 紙 を 回 し 
な が ら 描 いて いく の も 手 。 完成 図版 と 見 比べ て 、 どこ まで 線 を 入れ て いる の 
か 考え て みる の も 参考 に な り そ う 。 ま 、 本 当 は むず か し く 「 勉 強 ] な ん て 考え 
な いで 、 好き な 絵 を 好き に 塗る の が いち ば ん ! それ で 「 楽 し い 」、「 も っ と 
描 を た い 」 と 思っ た ら 、 今度 は まっ 白い 画用紙 を 用 意 し て 、 誰 に も 負け な い 、 
あな た だ け の オリ ジ ナ ル に も 挑戦 し て みて ね 。 


性 格別 Challenge Color Sheet の 使い 方 


義 ie) と いう キミ に 

この シー ト は 絵画 用 の 画用紙 と ほぼ 同じ 紙 に 印刷 され て いる の で 、 ぬ り 繧 みた い に そ 
の まま 色 を 塗っ て 使え る よ 。 た だ し 本 の まま で は 塗り に くい だ ろう か ら 、 下 に 台紙 な 
ど を あて て カッ ター で て いね い に 切 り 離 そう 。 


to 


緊張 の あま り 手 が ふ る えて し まっ た ら ど うし よう ? まかり 間違っ て イン ク を こぼし 
て し まっ た ら ? な ん て あれ これ 心配 し ちゃ う 慎 重 派 の キミ 。 ま ず は 1 と 同じ 手順 で 
シー ト を 切り 離し て お いて 、 さ ら に それ を 別 の 紙 に コピ ー し よう 。 手 差し コピ ー が 使え 
る 機械 な ら 、 水 彩 紙 な ど 描 を や すい 紙 に コピ ー す る の も いい ね 。 


の キミ に 


腕 に は ちょ っ と 自信 が ある 本 格 志 向 の キミ は 、 ぜ ひ 原 画 を 自分 で トレ ー ス する と ころ 
か ら は じ め て みて ほし い 。 プ ロ の 原画 を トレ ー ス する こと は 線画 の 勉強 に も な る し 、 
スミ 入れ の 段階 で 描き 込み を 加え た り 、 主 線 の 色 や 画材 を 変え た りな ん て いう 技 も 使 
える し ね 。 シ ー ト を コピ ー 機 で 好き な サイ ズ に 拡大 ・ 縮 小 し て お いて か ら ト レー スズ すれ 
ば 手製 の ポス ター な ん か も つく れ ち ゃ うか も 。 


ルル な あな た に 


シー ト に 直接 色 を 塗る 前 に 、 線 画 を スキ ャ ナー で 取り 込ん で お こう 。 こ うし て お け ば 
あと は グラ フィ ッ ク ソ フト を 使っ て 思い の まま に 色 を つけ られ る し 、 色 を 塗る 代わ り 
に 好き な テク スチ ャ ー を 貼っ た り 、 背 景 に 写真 を 合成 する な ん て いう 楽し み 方 も で き 
ちゃ うん だ 。 シ ー ト と 合わ せ て 使え ば 、 手 描 を の よさ も デジ タル の 魅力 も 両方 味わえ 
て お 得 な 気分 。 


※ 掲載 の 図版 は 著作 権 法 で 保護 され て いま す 。 個 人 で 楽し お な どの ほか は 許諾 の な い 無 断 複製 、 転 載 は 禁じ られ て いま す 。 
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Challenge ColorSheet3 森 気 楼 「THE KING OF FIGHTERS '99」 〇 SNK 1999 
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森 気 楼 「THE KING OF FIGHTERS '98」 〇 SNK 1998 
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Challenge Color Sheet 12 四 位 広 猫 
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Challenge Color Sheet 13 中 位 広 猫 
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